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First Message

昨年ある県展の写真部門審査を担当した。第73回
を数える県美術界の一大イベントであり、渡辺義雄、
濱谷浩を筆頭に写真界のお歴々が審査を担当してき
た。私も10年ほど前にも呼ばれている。近年は応募数
を増やすことを狙って審査は2次に及び、1次では四
つ切りプリントで行われる。
審査を開始して当惑させられたのは、あまりにレベ
ルの低い作品が次々に出てくることだった。ノイズが
目立ったり、構図にも光にも無頓着で、そして屈託のな
い家族写真も多かった。画質からしてスマホで撮った
ものが少なくないようだった。入選のあかつきには、全
紙サイズのパネルにして人様に鑑賞していただくとい
う想像力が、まるで欠如しているとしか思えないのだ。
担当者に尋ねると、例年のことであり、後半には写真

クラブ単位の応募作がまとまって寄せられているので
心配ご無用とのことだった。果たして指導の行き渡っ
ているクラブの作品レベルは申し分なく、結果的には
安堵したことだった。
それにしても、スマホを手にした初心者がそれなり
の応募料を払って県展に応募してくるとは、写真も舐
められたものである。シャッターを押しさえすればとに
かく写ってしまう。そこで判断停止してしまえばこれ
が写真なのだ。常に身近にあるスマホで、今や瞬きす
る程度の感覚で写ってしまえば、写真とはその程度の
ものなのだ。
スマホ機能の急速な進化によって写真を巡るあら
ゆる環境が激変した。大きなイベントなどでは、肉眼で
見ようとする前におびただしい数の群衆が反射的に
スマホを向けている。昨年11月の新天皇皇后のお披
露目パレードでも、沿道はどこもおびただしいスマホ
の列と化していた。距離感からして、また人垣に遮られ
まともに写るはずはないだろうと思うのだが、スマホの
呪文にかけられ、世紀の一瞬を肉眼でしっかりと見る

より、スマホを覗かないことには取り残された気分に
なっているのだろうか。撮るという行為によってイベン
トに参加した高揚感に浸っているのであろう。
あるいはスマホを手にしたことで、判断停止の野次
馬の群れと化してしまっているとも言える。
年明け早々1月6日の真っ昼間に、新宿駅南口の
歩道橋で首つり自殺があった。それを何人もの野次
馬が撮影し、そしてSNSにまで上げている。ネット上
には、思慮に欠ける行動を強く批難する声が集まっ
ていたが、時すでに遅く、無慈悲なことにその悲惨な
写真は世界に拡散してしまっていて、１月20日現在、
私が滞在中のミャンマーでも閲覧ができる。ネットに
国境はなく拡散してしまえば取り返しがつかないの
だ。ネット時代の感覚麻痺極まれりである。誰もがス
マホという記録装置を手にしたことで、世相までが変
わってしまった。
今や誰もが暇さえあればスマホ画面をのぞき込ん
でいる。電車の中、空港待合室、世界中どこに行っても
この習性だけは、どんな辺境に行っても浸透している。
大げさに言うなら、スマホが人類の行動様式を変えて
しまったとも言える。そしてスマホ、ネットの進化によ
り“情報はタダ”という常識がすっかり定着してしま
った。私のHPにも写真を使用したいので許可がほし
いという問い合わせがしばしば届く。タダで使えるも
のと思い込んでいるのだ。昨日のこと、気球からの空撮
を終え地上に降り立つと、パイロットが名刺を差し出
し、ウェブに使いたいのでこのアドレスに画像を送っ
てくれないかと、悪びれる様子もなく言う。記念写真を
やりとりする感覚で、対価を支払うという発想がまる
でないのだ。
デジタルの進化と共に様変わりした世界で、プロ写
真家はともかく生きてゆくのである。

会長　野町 和嘉　

スマホの時代
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■はじめに：デジタルアーカイブの意義
写真は歴史的、文化的な事象を記録し表現する上で

優れたコンテンツである。しかし、貴重なフィルムが
作者の死没等によって散逸・破棄されたり、劣化によ
って使えなくなったりするケースが発生している 。
このようなリスクは、写真に限らず、分野によって態
様や対策の取り方は異なるものの、あらゆるコンテン
ツについて存在する。

こうしたリスクへの対策の一つとして、貴重なコン
テンツ＝情報資源をデジタル情報
として記録し、保存するととも
に、データベースなどで提供する

「デジタルアーカイブ」の取組は
重要である。また、デジタルアー
カイブは、文化の保存・継承・発
信に有効であると同時に、デジタ
ルアーカイブを通じてコンテンツ
が活用されることにより、観光や
地方創生、教育、新たなビジネス
の創出等に貢献し、社会の活性化
にも繋がることが期待されてい
る。コンテンツ保有者にとって
も、デジタルアーカイブを構築す
ることにより、収蔵品管理業務の
効率化、防災対策、展示サービス
の充実等の効果があるとされてい
る 。内閣府知的財産戦略本部が
毎年策定する「知的財産推進計
画」では、2014 年以降、デジタ
ルアーカイブの推進に国全体で取
り組む方針が盛り込まれており、
国全体でデジタルアーカイブを促

進する機運が高まっている。

■ジャパンサーチとは
ジャパンサーチは、多様な分野のデジタルアーカイ

ブと連携し、その情報を統合的に検索できるポータル
サイトである。ジャパンサーチが集約するのは、「メ
タデータ」（コンテンツの内容、外形、所在等につい
て記述したテキストデータ。例えば、写真のタイト
ル、撮影者名、写真のサイズ、撮影年月日、撮影地等
の情報）であり、画像や映像等のコンテンツそのもの

国の分野横断統合ポータル

「ジャパンサーチ」の取組
中川 紗央里（国立国会図書館 電子情報部 電子情報企画課）

「ジャパンサーチ」は、日本の文化機関が保有する書籍、文化財、メディア芸術、放送番組等、多種多
様な資料の情報をまとめて検索できるポータルサイトである。2019 年 2 月に試験版を公開し（図 1）、
2020 年夏までの正式版公開を目指して、システム改善及び連携拡大に取り組んでいる。2019 年 10 月に
は、日本写真保存センターの「写真原板データベース」と連携した。本稿では、ジャパンサーチの概況を
紹介するとともに、ジャパンサーチとの連携による写真資料情報の利活用可能性について触れる。

１、日本写真保存センター web サイトより
 　　https://www.jps.gr.jp/archive/（最終アクセス日：
　　2020-1-8）
２、デジタルアーカイブの構築・共有・活用ガイドライン

　　（デジタルアーカイブの連携に関する関係省庁等連絡
　　会・実務者協議会、平成 29 年 4 月）p.7, p.24
　　https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/
　　digitalarchive_kyougikai/guideline.pdf

図 1　ジャパンサーチ（試験版）トップ画面　< https://jpsearch.go.jp/>
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は、リンクを辿って、連携元のデジタルアーカイブの
Webサイトに移動して閲覧する仕組みになっている。

ジャパンサーチの運営主体は、「デジタルアーカイ
ブジャパン推進委員会及び実務者検討委員会（事務
局：内閣府知的財産戦略推進事務局）」 であり、国立
国会図書館はこれらの委員会に参加するとともに、 シ
ステムの構築・運用（連携に係る実務を含む。）を担
当している。

■ジャパンサーチ（試験版）の機能
試験版で現在提供している機能を、「探す」「楽し

む」「活かす」という 3 つの視点から紹介する。

（1）「探す」機能
通常のキーワード検索の他に、例

えば葛飾北斎の作品や、刀剣に関す
る資料等、特定のテーマの資料のみ
を対象にした検索ができる「テーマ
別検索」の仕組みを用意している。
また、「画像検索」では、サムネイル
画像やユーザがアップロードした画
像を元に、それと似た特徴を持つサ
ムネイル画像を検索することができ
る（図 2 参照）。

（2）「楽しむ」機能
　「富士山」「江戸名所百景」「伊勢神
宮」等、様々なテーマに沿って、ジ
ャパンサーチの連携コンテンツを解
説付きで紹介する「ギャラリー」を
作成・公開している（図 3 参照）。検
索を行わなくても、コンテンツの魅
力を感じてもらう狙いがある。

（3）「活かす」機能
ジャパンサーチが集約した多様な

メタデータを、「ジャパンサーチ利活
用スキーマ」という形式に変換し、
リンクト・オープン・データとして
提供している 。このデータは、ジャ
パンサーチ上で取得することができ、
より高度な検索やデータ分析、アプ
リ開発等に利用することができる。

■ジャパンサーチにおける利用条件表示
ジャパンサーチは、ユーザの利便性向上と権利保護

の両方を実現するために、連携データベースのメタデ
ータ、サムネイル画像及びデジタルコンテンツの権利
状態や利用条件を分かりやすく表示することを目指し
ている。デジタルアーカイブの利用条件表示の在り方
は重要な検討課題であるため、実務者検討委員会でも
議論が行われてきた。2019 年 4 月には、利用条件設
定にあたっての基本的な考え方やデジタルアーカイブ
に関係する著作権法の整備状況についてまとめた文書

「デジタルアーカイブにおける望ましい二次利用条件
表示の在り方について」 が公開された。ジャパンサー

３、https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/
　　digitalarchive_suisiniinkai/index.html
４、詳細はジャパンサーチ「開発者向け情報」<https://
　　jpsearch.go.jp/api/introduction/ > を参照。

５、第二次中間取りまとめ（実務者検討委員会、平成 31
　　年 4 月）pp.45-67
　　https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_
　　suisiniinkai/jitumusya/2018/torimatome2.pdf

図 2　画像検索の一例
写真原板データベース『ガーデン・テニス（画像①）』の類似画像として『羽根突き（画
像②）』がヒットした　※画像はいずれも著作権あり

①『ガーデン・テニス』
ID: photo-00045_00034_0020

②『羽根突き』
ID: photo-00045_00034_0005
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チの利用条件表示もこの文書を元に設
計されているので、関心のある方はぜ
ひ参照いただきたい。なお、複数の連
携機関から、ジャパンサーチとの連携
がデータの利用条件の明確化の契機に
なったという意見も寄せられている。

■写真原板データベースとの連携
ジャパンサーチ（試験版）は、日本写

真保存センターの協力を受け、2019 年
10 月に「写真原板データベース」（図 4）
と連携した。これは、同センターで調査
した写真原板のうち、53 の写真家及び
団体の写真原板情報 6,753 コマ（2020 年
1 月 8 日現在）を検索、閲覧できるデー
タベースである。ジャパンサーチにとっ
て、写真を中心に扱うデータベースとの
連携は初めてだったこともあり、ジャパ
ンサーチを利用したイベントや SNS を通
して、ユーザからは連携を好意的に受け
止めるコメントが多く寄せられている。

今回の連携により、写真原板データ
ベースの情報がどのように活用される可
能性があるか、考えてみたい。まず一
般論として、連携によってジャパンサー
チ経由でのアクセス数が増加することが
考えられるが、その他に考えられるメリ
ットとして、特に次の 2 点を挙げたい。

1 点目は、ジャパンサーチ上で他の
分野の資料との横断検索が可能になる
ことで、資料利用や研究が促進される
ことである。

写真原板データベースのメタデータ
の特徴的な項目として、掲載媒体（当
該写真が掲載された出版物の巻号及び
掲載ページ）の情報が含まれている。
また、写真のカテゴリ、被写体画像キ
ーワード、解説等の情報もあり、非常
に充実している。これらの情報と、関
連する書籍、文化財、美術作品等の情
報を一緒に検索できるため、写真資料
だけでなく、写真に関する様々な切り
口の情報を一度に入手することができ
る。また、画像検索機能を用いること
で、予想外の資料との関連性の発見に

図 3　ギャラリーの一例 　「もう一つの東京オリンピック」（国立国会図書館作成）より
　　　https://jpsearch.go.jp/curation/ndl-VGJl20mkk1izbK

図 4　写真原板データベース　< http://photo-archive.jp/database/ >

６、https://pro.europeana.eu/
　　写真コレクションのトップページは https://www.
　　europeana.eu/portal/en/collections/photography
７、https://github.com/metmuseum/openaccess

８、‌�ジャパンサーチ「開発者向け API」でクエリ例を公開して
いる。

　　https://jpsearch.go.jp/rdf/sparql/easy/
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つながる可能性がある。
2 点目は、「活かす」機能で紹介し

たように、ジャパンサーチに集約さ
れたデータが利活用しやすい形式に
変換・提供されることで、他のデー
タベースや情報源とつながったり、
ユーザから発見・利用されたりする
可能性が高まることである。

他のデータベースとつながる例とし
て具体例を挙げると、ジャパンサーチ
と海外のデータべース、例えば、欧州
の文化資源の統合ポータルである
Europeana や米国のメトロポリタン
美術館の所蔵作品情報 等を、横断検
索することができるようになる。

また、データ利活用の例としては、
変換時に正規化（＝データ等を一定
のルールに基づいて変形すること）さ
れたデータを活かし、データベースの
内容や特徴を分析できる点が挙げら
れる。「ジャパンサーチ利活用スキー
マ」では、コンテンツに関する人物・
時間・場所等の情報を、昔の地名を
今の地名に変換したり、和暦のデータ
を西暦に統一したりする等の正規化を
して、可能な限り表現を揃えている。
例えば、写真原板データベースの「撮
影地情報」を正規化したデータを件数が多い順にソー
トすることで、どこで撮影された写真が多いかを調べ
ることができ、三重県伊勢市が 257 件と最も多く、2
位：埼玉県浦和市（167 件）、3 位：新潟県佐渡市（96
件）、4 位：チェコ・プラハ（85 件）と続くことが分か
る （図 5 参照）。同様の分析を、撮影者や撮影年等の切
り口から行うことも可能である。

今後、写真原板データベースの優れたコンテンツが
より広く知られ、かつ活用されていくために、ジャパ

ンサーチとして役に立てることは何か、写真保存セン
ターをはじめとする関係者の方々からのフィードバッ
クをいただきながら、引き続き検討していきたい。

図 5　（上）写真原板データベースの場所情報のトップ 20 件を表示するクエリ例
　　　（下）クエリの実行結果一覧

■「日本写真保存センター」の活動
　「ジャパンサーチ」との連携を進めるうえで、「日
本写真保存センター」の活動内容をお伝えしますの
でご利用ください。
まず日本写真家協会（JPS）のホームページをご
覧いただき、その中の「日本写真保存センター」を
クリックすると、センターの活動実績や写真原板デ
ータベース、資料保存 ( 温度湿度等 )、アーカイブに
ついて解説があります。さらに詳細は文化庁委嘱に

よる調査研究の 2007 年度以降の報告書全文をPDF
で掲載していますので参照してください。
センターでは、写真原板（フィルム、ガラス乾板
等）の収集保存とメタデータの作成、データベース
の構築（データベース化）を行い、どなたでも検索・
閲覧ができるように努めています。また写真原板の
利活用に関しては、必要とされる写真を特定して申
込んでいただくことで提供もいたします（撮影者、
著作権者の許諾を得た上で）。こうした活動を通し
て写真の利活用を促進しています。�（記／松本徳彦）

中川 紗央里（なかがわ さおり）

1992 年香川県生まれ。国立国
会図書館司書。専門は図書館
情報学（デジタルアーカイブ
論）。2017 年からジャパンサ
ーチの連携協力を担当。
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第 3 回笹本恒子写真賞の受賞を記念した、公益社団
法人日本写真家協会主催・吉永友愛（ともなり）写真
展「キリシタンの里 - 祈りの外海」が 2019 年 12 月
19 日（木）から 25 日（水）まで、アイデムフォトギ
ャラリー「シリウス」（東京都新宿区）にて開催した。

笹本恒子写真賞は、日本写真家協会が報道写真家と
して活躍した笹本恒子氏の業績を顕彰し、その精神を
受け継ぐ写真家の活動を讃え、助成することを目的と
して創設された。今年度が 3 回めの授賞となる。

今年度の受賞作となった「キリシタンの里 - 祈りの
外海」は、長崎市の外海（そとめ）地区に今も残るキ
リシタンによって築きあげられた生活様式や、そこで
生きる人たちの日々の姿を記録した作品群で、美しい
風景の中で生きる人々の朴訥な姿が見る者に強烈な印
象を与える。
「この作品を撮るきっかけになったのは、1977（昭

和 52）年に仲間たちと、深堀という長崎市南部の集
落に撮影に出かけたことでした。撮影をしているうち
に、この集落に他とは異なる独特の雰囲気があること
に気が付いたのです。家に入れていただくと、そこに
はマリアさまの像が飾られている。カルチャーショッ
クを受け、自分自身でもキリシタンのことを勉強して、
深堀の撮影を 2 年の間続けました」キリシタンの里と
の出会いを、吉永さんはこう振り返る。撮影を続けて
いるうちに、現地の人たちとも親しくなり、撮影は深
みを増していった。
「私たちが江戸時代のキリスト教徒への弾圧である

とか、隠れキリシタンについて学校で教えられること
は、島原・天草の乱くらいしかないのではないかと思
います。けれども、長崎にはあちこちに隠れキリシタ
ンの里があり、独特の文化を築きあげてきました。こ

の作品の舞台になっ
た外海（そとめ）地
区もその一つで、こ
こ は 迫 害 を 受 け た
人々が船を使って海
の側から辿り着いた
場所なのです」。

今日とは異なり、
吉永さんが撮影を始
め た 昭 和 末 期 ま で
は、まだ昔日の生活
ぶりが随所に色濃く
残っていたという。
撮影した写真をプリ
ントし、次回の探訪
の折にお世話になっ
た人に手渡す。そん
な日々が続いた。
「地元の人からも

写真を撮り続ける理由を訊かれました。その時には、
『この場所の暮らしを記録に残したいからです』と返
事をさせていただきました」。いつの日にか、この作
品をまとまった形にしたいという思いは、撮影を始め
てからおよそ 40 年の後に、笹本恒子賞受賞という形
で結実した。
「撮影を始めた頃は、何故写真を撮るのだ？という

目で見られました。けれどもこうして記録を残せたこ
とで、今は地元の人にも喜んでもらえています」と吉
永さん。写真ジャーナリズムの神髄が、短い言葉の中
に滲み出ていた。
� （記・撮影／出版広報委員：池口英司）

写真展は新宿区の「シリウス」で７日間にわたり開催された展示作品をバックに吉永友愛さん

第 3回「笹本恒子写真賞」受賞記念展

吉永友愛写真展「キリシタンの里 - 祈りの外海」
2019年 12月 19日（木）～12月 25日（水）　　アイデムフォトギャラリー「シリウス」
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Exhibition

2019 年第 15回「名取洋之助写真賞」の受賞者 2名によ
る受賞作品写真展を、公益社団法人日本写真家協会主催に
より富士フイルムフォトサロン（東京都港区）で開催した。
名取賞受賞の和田拓海さんの作品「SHIPYARD～翼の
折れた天使たち」は、バングラデシュの首都ダッカで、世界
中から運ばれて来る廃船の解体作業に従事する少年たち
の姿を中心に撮影したドキュメンタリーフォトである。名
取賞奨励賞受賞の藤本いきるさんの作品「おじりなりてぃ」
は、写真学校で出会った年上の友人青木さんがモデル。定
年退職後に写真を学び始めた青木さんは、家族に先立た
れ、末期がんに罹り死の影を背負いながらも写真を続け
た。その彼の10年間の日々を追ったドキュメントである。
カナダで出会ったホームレスの人を撮ったのがきっかけ
で写真を始めたという和田さんは、ギャラリートークで撮
影場所の説明、取材開始までの経緯や撮影時のエピソー
ド、１日1ドルで働く少年たちの厳しい現実などを真摯に
話された。30 枚の写真の１枚１枚の裏にあるストーリー
を伝えようとする熱のこもった話しぶりに、30名程の参
加者が静かに聞き入った。
タイトルに使った「翼の折れた天使たち」を思いついた
エピソードは、特に強く心に残った。撮影した写真をパソコ
ンで見返しているとき、ある少年の写真にインスピレーシ
ョンを得たという。「その少年が飛び立とうとしてもがいて
いる天使の姿に重なったのです」。ことばの天使が和田さ
んに舞い降りた瞬間だった。
写真展の会場で和田さんに受賞写真展の感想等の話を
伺った。「今までグループ点などで8枚ぐらいは展示したこ
とがありますが、今回のように30枚の展示は初めてです。
次は違うテーマで個展を考えているので、セレクトや構成
を考える上でとても役に立つ大切な経験です。また来場者
の様々な感想や意見を聞けるのも役に立ちます。感想ノー

トに『私も写真を撮っ
ているが、和田さんの
写真を見て涙が出た』
と書いてありました。こ
のテーマで撮影して良
かったとやりがいを感
じました」。
今後どのような写真

を撮りたいですかと聞
くと、「ストーリーのあ
る報道写真を撮ってい
きたいが、アートの要
素も大切と考えていま
す。現在は 3カ国で計
5つのテーマで取材を
続けていますが、それ
を順次、雑誌や写真展
で発表したい。『うまい
写真ではなく、すごい写真』を撮りたいと思っています」と
の返事が返ってきた。
藤本さんとは会うことが出来なかったが、展示された作

品からは、末期がんという切迫した状況の中で生きる年上
の友人と向き合う芯の強さと覚悟が感じ取れた。
フェイクニュースや巧妙に加工されたフェイクフォトが
あふれる今日だからこそ、現場に立ち時間をかけて事実を
捉える写真家の役割は重要性を増している。反面、その写
真をきちんと発表する機会が減少しているのが現実であ
る。このような時代に「名取洋之助写真賞」とその受賞作品
写真展は、今後の活躍が期待される若手写真家たちに大き
な励みとなっていると実感した。
� （記・撮影／出版広報委員：飯塚明夫）

受賞作品を見る来場者ギャラリートークでエピソードを語る和田拓海さん

2019 年第 15 回「名取洋之助写真賞」受賞作品写真展
2020 年 1 月 24 日（金）～ 1 月 30 日（木）　　富士フイルムフォトサロン 東京



18

◎歴史を記録する貴重な写真

ここで思い出されるのが、日本を代表する写真家の
ひとりで、木村伊兵衛写真賞をはじめ土門拳賞、日本写
真協会賞、紫綬褒章など多くの賞に輝く江成常夫さん
がかねてから「 写真の地位は、ほかの分野に比べて低
くみられていますね」と語られていたことである。

1839 年にフランスでルイ・ジャック・マンデ・ダ
ゲールが銀メッキを施した銅板を感光材料として使用
するダゲレオタイプを発明し、ほぼ同時期にイギリス
でウィリアム・ヘンリー・フォックス・タルボットが
硝酸銀溶液を染み込ませた紙を使用するネガ・ポジ方
式のカロタイプを発明したことから誕生した写真であ
るが、またたく間に世界中を席巻し、日本へは 1848 年
に長崎の貿易商・上野俊之丞がオランダ船からダゲレ
オタイプ一式を輸入して薩摩藩の島津斉彬に献上した
のがはじまりと言われている。いまさら言うまでもな
いが、それ以降、日本でも海外でも、有名無名を問わず
無数の写真が撮られ、今日までそれぞれの地域におい
て貴重な歴史を記録してきている。フランスではウジ
ェーヌ・アッジ ェ（1857-1927、フランス）のように、20
世紀初頭の失われゆくパリの街並み、建築、物売り、大
道芸人などを精密なプリントで記録表現したり、アメ
リカではアルフレッド・スティーグリッツ（1864-1946、
アメリカ）のように、カメラの機能に即したストレー
ト・フォトグラフィーを提唱し、写真を新たな芸術表
現として位置づけ、「近代写真の父」と呼ばれた世界的
に名高い写真家も存在している。もちろん “ カメラ王
国 ” とも “ 写真王国 ” とも言われる日本にも、木村伊
兵衛や土門拳を筆頭に幾多の著名な写真家がいる。「写
真なくして歴史を具体的に知ることはできない」と言
っても過言ではない。

河野和典 KOUNO Kazunori（編集者）

連載 21

写真
×写
真

写真の価値

余談になるが、
ノンフィクショ
ン作家の故・黒
岩比佐子さんが
その著書『編集者 
国木田独歩の時
代』（2007 年、角
川選書）で明らか
にした驚きのひ
とつに、1900 年
代はじめに独歩
が編集していた

『近時画報』や『戦時画報』で、それまでの挿絵に加えて
いち早く写真を採用し、しかもそこに日本初と言って
も良い女性写真師・日野水ユキエを採用したという事
実にたどり着いたことであったが、それはとりもなお
さず、それまでの絵画に取って代わる写真の精緻で忠
実な記録性と、独歩の先見性にほかならないだろう。

◎海外と日本の「写真の保存」

日本と海外の写真に対する評価の差、それを如実に
物語るのは、写真を保存する国の姿勢にある。まず、象
徴的に思い出されるのが、2015 年秋に来日したメキシ
コの国立写真美術館 FOTOTECA（フォトテカ）の館
長ファン・カルロス・バルデス氏が在日メキシコ大使
館で行った講演会で語ったことである。
「FOTOTECA は 1845 年から今日までの写真を収

集し、保存しています。収集した写真は現在約 100 万点
あり、その数は増え続けています。スタッフ 62 人は
様々な部門に分かれて仕事をしています。例えば、コレ
クションの保管室では、光・温度・湿度を管理して写
真を保管しています。なお、これらの写真は研究者に限

2019 年の写真界のビッグニュースと言えば、何といっても田沼武能さんの文化勲章受章であろう。大変喜ばしいこと
には違いないのだが、文化勲章が 1937（昭和 12）年に制定されてから実に 82 年経って初めて写真家に授与されたことに
は驚く。内閣府のホームペ ージには、「文化勲章は、我が国の文化の発達に関して顕著な功績のあった者に対して授与さ
れる勲章です。受章者は、文化審議会に置かれる文化功労者選考分科会に属する委員全員の意見を聴いて文部科学大臣
から推薦された者について内閣府賞勲局で審査を行い、閣議に諮り、決定されます。」とある。歴代の文化勲章受章者をみ
ると、学者、日本画および洋画家、小説をはじめとする文学者、歌舞伎などの古典芸能に属する人たちが多い。

親授式後、宮殿前庭での文化勲章受章者
の記念写真（左から）吉野章、甘利俊一、
田沼武能、野村萬、佐々木毅、坂口志文の
６氏。2019 年 11月３日
� 撮影：朝日新聞社提供
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Zooming

り、特別に出して見せることができます。修復部門で
は、年間３万点ほどの写真を修復しています。収集され
た作品は分類され、目録に登録されます。収集に際して
は、メキシコの歴史の一部を保存することになります
ので１枚１枚、研究部門で研究しています。画像のデジ
タル化は 1990 年頃に始め 、現在では約 60 万枚のデー
タが検索可能です。写真制作部門では、古いネガやプリ
ントを撮り直しています。その他に、広報活動と教育の
部門もあり、写真の普及も FOTOTECA の必要な役割
だと考えています。」（『日本写真年鑑 2016』より）

また、「フランスには文化省所管の写真保存センター
(Mediatheque Patrimoniale Arc hive Photographique)
があり、1851 年以降の『写真ガラス原板』を保存し、活
用しています。ル・グレイ、ナダールやアッジェ、ラル
ティーグ、ケルテスなど日本でも知られている写真家
の写真原板が数百万点も収蔵されています。」という。

（「日本写真保存センター」調べ）
1995 年 11 月から翌年の１月にかけて東京都写真美

術館で開催された ʻ 光の言葉「̓ジョ ージ・イーストマ
ン・ハウス・コレクション」展における図録には、「こ
こに、光の言葉で書かれた名作が集まった。ジョージ・
イーストマン・ハウス国際写真博物館の数百万の所蔵
作品から選んだ名作である。」とあり、別項には「新しい
資料館は 1989 年１月に一般公開され、写真 40 万枚、ネ
ガ 15 万枚、映画１万５千本、スチール写真 300 万枚、書
籍４万冊、装置など機器類１万５千点を収蔵してい
る。」とある。

いっぽう日本では、日本写真家協会が管理・運営し、
2007 年から文化庁の委嘱事業として認められ本格的
に活動を開始した「日本写真保存センター」があり、相
模原の国立映画アーカイブ（旧東京国立近代美術館フ
ィルムセンター相模原分館）にある収蔵棟の一部（500
㎡）が貸与され、「日本写真保存センター」の沿革によれ
ば、2012 年の第１回目の写真原板 8,901 本収蔵から
2019 年の第 17 回目の 3,216 本まで、これまでに収蔵さ

れた写真原板は 88,404 本以上になるという。また「日
本写真保存センター」には、収集・保存した写真原板を
広く活用することを目的とした『写真原板データベー
ス』があり、現在 53 の写真家および団体の 6,753 コマ
の写真原板情報を検索・閲覧できるという。

さらに、日本における唯一の写真美術館である東京
都写真美術館では 2018 年発行の東京都写真美術館概
要によれば、2018 年３月現在の収集点数は 34,673 点
で、内訳は国内写真作品 22,810 点、海外写真作品 5,695
点、映像作品資料 2,443 点、写真資料 3,725 点となって
いる。

このほか東京国立近代美術館をはじめ全国各地の美
術館においても各種写真がコレクションされているの
は周知のことであるが、その実体はどの程度集約され
ているかは分からない。

◎令和元年をこれからの写真元年に

2019（令和元）年 12 月 11 日、第 45 回「日本写真家協
会賞」贈呈式、第 15 回「名取洋之助写真賞」授賞式、およ
び第３回「笹本恒子写真賞」授賞式、そして JPS 恒例の
2019 年度会員相互祝賀会が東京・市ヶ谷のアルカデ
ィアで開催されたのだが、その祝賀会冒頭、田沼さん
は、「この章は私個人というよりも写真界全体で受章し
たものです」という主旨のスピーチをされた。さもあり
なん、田沼さんの師匠・木村伊兵衛をはじめ、土門拳 、
植田正治、渡辺義雄、石元泰博などなど錚々たる偉大な
先輩を前にして、1937（昭和 12）年に制定された文化勲
章を写真家として初
めて受章されたので
ある。その小はずか
しさはないであろ
う、と察せられた。

しかし、これから
の大きな問題は、い
かに貴重な写真を保
存していくかという
ことにある。「日本写
真保存センター」を
国の全面的バックを
受けて、いや、国家的
事 業として国立の

「日本写真保存セン
ター」にしていかな
ければ、“カメラ王
国”“写真王国”も笑
いぐさとなろう。今回の田沼さんの受章が、写真の価値を
さらに発展させる第一歩になればと願うばかりである。

東京都写真美術館で 1995 年に開催された ʻ 光の言葉「̓ジョージ・
イーストマン・ハウス・コレクション」展図録
表紙写真はアルフレッド・スティーグリッツ〈ドロシー・ノーマ
ンの肖像〉　1932 年

日本写真家協会が管理・運営する「日
本写真保存センター」設立を呼びかけ
た冊子N o.2 
表紙は土門拳「近藤勇と鞍馬天狗」
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■ 90 年初頭の「写真終焉論」
松本　日本写真家協会創立 70 周年記念事業である『日
本の現代写真 1985 ～ 2015』に関する懇談会も、今日
で３回を迎えました。写真集の編纂も進みつつありま
すが、再度、作品の見直しも必要かと感じています。
というのも、本というのは、作家の命が記録されるわ
けです。そういう意味では、それぞれの作家の代表作、
あるいは代表作に近いものを取り上げたほうがいいだ
ろうと感じます。
　今日は主に 1995 年以降を中心に話を進めたいので
すが、この時期、デジタルカメラがどんどん進化して
広まっていった。ちょうどフィルムからデジタルに変
わる時期に当たります。プロの写真家がデジタルに移
行するのは 2000 年以降だ
と思います。多少とまどい
ながらも、新しいメディア
にどう挑戦していったのか
も、ぜひお話しいただけれ
ばと思います。
鳥原　デジタル化もそうで
すが、この時期、美術館の
オープンもひじょうに多か
った。95 年以降は、出版
メディアが右肩下がりにな
っていくのと反比例するよ

うに、デジタルでの展開と美術館での展開が増え、前
面に出ていく状況だったと思います。平成初期の資料
を読んでいると、飯沢さんや上野さんもお書きになっ
ていますが、デジタルカメラはどう使うかより、アー
カイブを作ることが大事だという論が、90 年初頭に
あったみたいですね。
飯沢　えっ、そんなこと書いていたっけ（笑）。
鳥原　当時、写真が終焉を迎えたという論調がけっこ
う一般的だった。
飯沢　89 年にダゲレオタイプ 150 周年という大イベ
ントがあって、それをきっかけに写真の歴史を総括す
るという動きがあったんですよね。
上野　この前読み返したら、伊藤俊治さんなども「非
物質的なメディアへの時代の移行」と書いていました。
鳥原　いわゆる写真のフォーマリズムみたいなものが
なくなって、個別化されたものがたくさん出てくるだ
ろう。それを包括して、蓄積をアーカイブ化するには、
デジタルがふさわしい、という議論もありました。
上野　当時は、漠然とした話だったんでしょうね。
鳥原　まだインターネットもなかった時代ですから。
デジタルカメラも、どうやって使っていいか分からな
い状況があった。それが 95 年に Windows95 が出て、
パソコンにブラウザーが装備され、実用的なカメラと
してカシオの QV − 10 が登場する。
飯沢　そこが分岐点でしょう。それまでデジタルカメ
ラをどう捉えたらいいかという具体的なイメージを、

　＜座談会＞　創立70周年記念写真展「日本の現代写真1985〜2015」

表現の多様・多極化した時代

出席者：‌�飯沢耕太郎（評論家、「日本の現代写真」編纂委員）、上野 修（評論家、「日本の現代写真」編纂委員）、多田亞生（編
集者、「日本の現代写真」編纂委員）、鳥原 学（評論家、「日本の現代写真」編纂委員）、田沼武能（常務理事、「日
本の現代写真」監修）

司　会：松本徳彦（副会長、「日本の現代写真」編纂委員）　　進　行：JPS 出版広報委員会
2019 年 10 月 22 日（火）於：JCII 会議室

松本徳彦氏
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Wonder Land

みんなそれほど持てなかった。記録メディアは CD −
ROM で、それを使って作った五味彬さんの写真集

『YELLOWS』などが出て注目を浴びた。そして 96 年
のアトランタオリンピックが大きな転機となって、デ
ジタルが本格的に始まった。
　キヤノンもニコンもそこでデジタルカメラを出し
て、オリンピックの公用カメラにデジタルが使われ出
した。同時期、新聞社の暗室がなくなったわけです。
鳥原　新聞社はその前から、ホットなプロセスからコ
ールドプロセスに変わり、デジタルで製版する時代に
きていた。そういう下地が整っていた上で、デジタル
カメラの時代が本格的に来るわけです。

■ 90 年代後半から変化が急速に
飯沢　デジタルカメラが本格的に普及し始めたのは、
90 年代後半以降ですね。
鳥原　そうですね。QV − 10 はまだ、25 万画素しか
ないですし。
上野　そもそもパソコンが、まだそれほど普及してい
なかった。僕は 99 年にコンパクトデジタルカメラを
買いましたが、けっこう早いほうでした。写メールで
注目されたカメラ付き携帯電話 J-SHO4 も買いました
けど、そんなオモチャを買うなんてとバカにされまし
た（笑）。
鳥原　2001 年、バブル崩壊後の不景気を跳ね飛ばす
意味もあって、政府が e − Japan という構想を打ち
出します。これによって ADSL が全国に普及し、イ
ンフラが整うわけです。僕の記憶では、デジタルカメ
ラを初めて現場で使い始めたのは富山治夫さんです。
富山さんは永平寺の撮影の際、暗いので、デジタルカ
メラを取り入れた。それが 97 年頃だったと思います。
飯沢　同じ頃にたぶん東松照明さんや川田喜久治さん
が、全面的にデジタル化を開始した。その世代の写真
家のうち何人かが、すごく早くデジタルカメラの可能
性にチャレンジしていた。
鳥原　富山さんがよく言っていましたが、最初に実用
化したのはプリクラなんだ、と。95 年に登場したプ
リクラは、デジタルムービーから画像を落とすという

森山大道　「下高井戸のタイツ」　1987 年 星野道夫　「夕暮れの極北の河を渡るカリブー」　1988 年

ものでした。シャープの写
メールも、プリクラをヒン
トに開発したと言われてい
ます。そういう底辺の広が
りと、社会的実用の広がり
が、パラレルになっている。
それが如実に表われるの
が、97、8 年です。雑誌が
ピークを迎え、そこから落
ちていき、2000 年に入っ
てインフラを支えるプラッ
トホーム企業が出てくる。
2004 年、写真共有サイトの flicker が出てきますが、
これは写真を共有するサイトとして当時世界最大のも
のでした。
飯沢　日本では同じ年に mixi が始まった。
鳥原　いわゆるウェッブ 2.0 と言われる時代が来た。
企業が、みんなが集まって写真で交流できるサイトを
作り始めたことで、状況が大きく変わってきました。
出版文化が右肩下がりになると、大手出版社が主催す
る写真賞が消える。かわりに、小出版社がたくさん出
てきました。デジタルのいいところは、印刷コストが
低減した、ということです。一概にデジタルになった
から印刷文化がダメになったわけではなくて、今もブ
ックフェアなどが活況を呈しているのは、印刷がひじ
ょうに手近になって、数百部単位での印刷が可能にな
った。

■ デジタルは、はたして「誰でも撮れる」のか
飯沢　田沼さんは、いつ頃からデジタルカメラになり
ましたか？
田沼　使い始めたのは、わりと早いんです。というの
も、僕は『アサヒカメラ』でニューフェースのページ
を担当していたので、新しい機種はすべて試してみる。
自分自身がデジタルに切り替えていったのは、2005
年から 10 年の間です。ちょうど世の中が、デジタル
主流になる時代だと思います。多くの写真家はそのあ
たりで移行したんじゃないでしょうか。カメラ自体も、

飯沢耕太郎 氏
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その時代にすごく進化し
た。それまでは、半分オモ
チャといったら語弊がある
けれど、フィルムカメラの
他にデジタルを持ち歩い
て、オモチャをテストして
いた、という時代です。
飯沢　これは写真家の方た
ちそれぞれによって違うと
は思いますが、カメラがア
ナログからデジタルに変わ
ることで、仕事のあり方や
表現のあり方において、具体的にどういう変化があり
ましたか？
田沼　僕らは、デジタルもフィルムもそんなに変わる
ものではないという言い方をずっとしてきました。た
だ、デジタル化が進むことによってカメラ自体が一般
化し、大衆化していくわけです。昔は、写真が写せる
だけで「先生」と言われましたが（笑）、誰でも写せ
る時代が来て、写真家が経済的に苦しくなっていった。
いまや新聞の投稿写真は、ほとんどスマホによるもの
です。
鳥原　500 万画素を超えると、実用に耐えられるよう
になる。何か事故や事件が起きたとき、写真家はだい
たい後から行くことになります。たまたま現場にいた
人が、スマホで写真を撮れるような時代になった。
YouTube も、インドネシアのアチェの津波の際、プ
ロのカメラマンはいなかったけれど、その場にいた素
人が携帯で動画を撮り、それを CNN なども採用した。
そこから YouTube などのプラットホームが、大きな
社会的意味を持つようになったわけです。
田沼　フィルムは撮ってすぐ見るわけにいかない。熟
成時間があってものを見たわけだけど、デジタルにな
って現場でその場で確認できるようになったのは大き
な違いですね。
鳥原　ただ、はたして誰でも撮れるのか。たぶん撮れ
ないだろうということが、最近分かってきた。写真学
校の生徒数が、2000 年代のガールズ写真同時受賞の

頃にピークを迎え、その後がた減りするんですよ。と
ころが最近また、上がってきている。それは、インス
タグラムなどの普及でみんなが写真を撮るようになっ
た一方で、やはりビジュアルコミュニケーションの専
門家がちゃんと撮らないと訴求力が弱いということが
明らかになってきた。たとえばネットで商品を販売す
るサイトなどでもカメラマンを募集し、写真学校を出
てそういうところに就職する生徒もいる。
　それまでは写真学校や写真の大学を出れば、まず広
告があって、報道の現場があった。報道の現場がなく
なった代わりに、一般の人たちの間でいい写真を撮っ
てほしいという需要も増えています。フォトクリエイ
トという会社では、たとえば社交ダンスを専門に撮影
するカメラマンを、ダンス競技会に派遣する。撮った
写真をネットに上げて、買ってもらう、というビジネ
スがあります。
田沼　その一番大規模なのが、東京マラソンですね。
鳥原　そういうところに、プロのカメラマンが出向く
ようになった。あと、ロケーションウェディングとか、
ライフイベントに寄り添った写真も増えています。
田沼　フィルムの時代は、写真家は創造性を背景にし
た仕事だったけれど、ある時期から職人的な仕事にな
っていった。でも僕自身は、もう少しすると、また変
わると思います。写真家でないと撮れないものがある
と分かってくるし、写真家の存在がまた確立すると思
います。やっぱり、プロが撮った写真とアマチュアの
写真は違うと認識してもらわないと困るので。
　ちょっと危惧しているのは、経産省がバックアップ
し、観光写真をタダで使えるという取り組みがある。
それも過渡期の問題かとは思いますが、過渡期の間に
写真家人口が減ってしまうのが悩みです。
鳥原　2006 年に、PIXTA が登場します。これはアマ
チュアが写真を撮影して副業にするというもので、ビ
ジネスの裾野は確実に広がっている。2008 年には
EOS-5D Mark Ⅱが出て、動画が撮れるようになった。
今は静止画と動画の両方が撮れて、初めてカメラマン
だというふうに変わりつつありますね。

鳥原 学 氏

上田義彦　「AMAGATSU 1990」  1990 年 長島有里枝　「Self-portrait(family#1)」　1993 年
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■ アート化とデジタル化がパラレルに進行
飯沢　話を戻しますが、1995 年から 2005 年くらいの
間に、デジタルカメラの技術的な確立と普及がありま
す。先ほどから話が出ているように、そのことによっ
てある意味、均質化という状況が片方にある。もう一
方で、冒頭で鳥原さんがおっしゃったように、この時
期は写真美術館が各地にでき、写真をアート作品とし
て扱うギャラリーも増えていった。アート化とデジタ
ル化がパラレルに進行する時期であることは、間違い
ありません。そのなかで、アーティストとしての写真
家が社会的なレベルで認知されてくるのが、まさにこ
の時代ではないかと思います。
　東京国立近代美術館の写真部門が 93 年にでき、94
年に奈良写真美術館、95 年に東京都写真美術館が開
館する。それ以前から土門拳記念館はありましたが、
植田正治写真美術館や、奈良の場合は入江泰吉とか、
個人の名前に関したものが全国レベルでできあがって
くる。要するに、写真家を固有名詞化させて、作家と
して検証していこうという動きが出てくるのがこの時
期ですね。
鳥原　ただこの後、東京都写真美術館の場合、石原都
政になって潰すか潰さないかというところまで行っ
た。
飯沢　入場者数が減ったんですよね。それを救ったの
が 2000 年に館長に就任した福原義春さんです。彼は
企業家なので、経営者的な発想で改革した。

田沼　石原都知事の時代
は、収集予算もゼロになり、
ひじょうに厳しかった。福
原さんは経団連を巻き込
み、スポンサーを集めたわ
けです。
鳥原　もうひとつよかった
のは、福原館長時代、収蔵
作品による個展が開かれる
ようになった。けっこうい
いものを所蔵しているの
で、多くの人が楽しめる内
容でした。
飯沢　おかげで年間 10 万人くらいに落ち込んでいた
入場者数が、40 万人くらいになった。
鳥原　それと、日本の写真家が海外で評価されるよう
になったのが 97、8 年くらいから。その影響も大きい
ですね。たとえば森山大道さんがパリのカルティエ現
代美術財団で個展をやったり。
飯沢　荒木経惟さんがウィーンで展覧会をやるとか。
鳥原　そういう成果もあって、2008 年のパリフォト
では日本特集が行われた。
多田　2008 年のパリフォト会場で紹介された日本人
作家は、のべ 120 名くらいです。
飯沢　日本の写真の独自性が海外で評価されるように
なったのは、確かにこの時代でしょうね。
鳥原　ひとつには、インターネットの普及が大きい。
インターネットは、今ある写真を流通させることとと
もに、古い写真の発掘にものすごく貢献した。また、
インターネットでさまざまな美術館の写真コレクショ
ンを見ることができる。それが、古い写真の発見や評
価にもつながっている。
上野　やはり 2000 年頃に Google が出てきてから、状
況が変わりましたね。それまでの検索エンジンでは、
コンテンツがあっても、簡単にはたどりつけなかった。
今はググれば、すぐ出てきますから。
鳥原　ただデジタル化とともに、あまりプリントしな
くなる、という流れがあります。

田沼 武能 氏

野町和嘉　「メッカ巡礼」　1995 年 広川泰士　「BABEL ORDINARY LANDSCAPE ＃４」　2002 年
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田沼　それが困る。
鳥原　ネットで完結する世
界が生まれたおかげで、写
真が大きく変わったかもし
れません。もうひとつ気に
なるのは、デジタル化にな
って、１冊あたりの写真量
が増えていませんか？
飯沢　それはどうだろう。
昔も分厚い写真集はあった
し。
上野　ただ、印刷コストが
下がったおかげで、何百万円も使って、写真集に自分
のすべてを賭ける、みたいな意識は、明らかに変わっ
ていったでしょう。逆に言うと、写真集に凝縮できた
時代は、幸せだったのかもしれない。
飯沢　以前は、出版社が間に入らなくては写真集が作
れなかった。だから高いハードルがあり、それを乗り
越えて初めて作れたわけです。その壁がなくなり、誰
でもどこでも写真集を作れるようになると、当然、数
が増えます。でもある意味、インフレ状態とも言える。
自費出版写真集は一見華やかに展開しているようだけ
ど、ここにきて、どうも足元がやや揺らぎ始めている。
鳥原　展覧会も、ものすごく増えました。平成の初め
は、コマーシャル写真ギャラリーは３つくらいしかな
かったけれど、今は 10 いくつある。自主ギャラリー
も増えましたし。
飯沢　もうひとつは、カフェギャラリーと本屋と一緒
になるなど、異業種とギャラリーがくっついたものが
増えている。
上野　昔はシリアスな写真展は月に数件探すのがやっ
とでした。今は、写真を展示する場所がたくさんでき、
写真集も簡単に出せるようになったけれど、その結果
どうなったのか。公募展や登竜門的な賞も増えたし。
飯沢　公募展の持っている影響力は、2000 年以降、
低下しているという印象を持っています。90 年代の

「写真新世紀」や「ひとつぼ展」などはエネルギーが
結集していたし、社会的に与えた影響はかなり大きか

った気がします。両方とも木村伊兵衛写真賞を何人も
出しているし。ところが実感として感じるのは、2000
年以降、応募される作品に熱がなくなってくる。
上野　たとえば、飯沢さんが 95 年に創刊した『déjà-
vu』( デジャ = ヴュ ) という雑誌を見直すと、その後
の企画のアイデアの原型は、ほとんど『déjà-vu』で
出ている。みんながハイクォリティな写真雑誌を見た
いと言っていて、それが具現化した。
飯沢　『déjà-vu』がなくなった後、いろいろな雑誌が
出たけれど、エネルギー的にどうなのか、ちょっと疑
問です。
田沼　多田さんは海外の出版社とも、写真集を作って
こられたんですね。
多田　岩波書店では、海外の写真家を海外の出版社と
共同で出版していくという事業が、80 年から始まり
ました。とくに　85 年以降、ひとつには出版マーケ
ットが縮まっていった。そこで海外と協力してマーケ
ットを開拓しようということで、国際共同出版という
のを行ったわけです。
鳥原　具体的なお仕事としては？
多田　たとえばアンドレ・ケルテスの写真集を岩波書
店が作り、フランス、ドイツ、イタリア、アメリカの
出版社に働きかけて、共同で出版した。そういう動き
が、85 年から 10 年くらい続きました。
鳥原　岩波書店が、『日本の写真家』シリーズを出し
たのは、いつ頃でしたっけ。
多田　98 年からです。
飯沢　40 人くらいの写真家を選んで、１人１冊の写
真集を作ろう、と。僕も編纂に参加しましたが、あの
シリーズの出版も、作家主義の流れですね。
鳥原　写真美術館ができていく流れの中で、日本の写
真の見直しがけっこう行われた。そういうものとリン
クしている気がします。

■ 時代と社会の流れで写真のありようも変わる
上野　もう一度 85 年から俯瞰してみると、85 年に国
際科学技術博覧会に併せてつくば写真美術館が半年間
だけ運営された。作家主義的な見方がここで確立し、

前川貴行　「争うハクトウワシ」　2008 年 林　典子　「キルギスの誘拐結婚」　2012 年

多田亞生 氏
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かかわった多くの人が第一
線で現場に入っていった。
鳥原　それこそ JPS の活
動で著作権が確立して、ド
キュメンタリーの人たちも
作家としての意識が強まっ
てきた。
田沼　やはり、時代と社会
の流れで、写真のありよう
も変わっていく。ドキュメ
ンタリーの時代があり、そ
の次にコマーシャルの時代
があり、自然主義的な写真、それから現代アートに属
する作家も出てきた。写真そのものが、誰でも簡単に
よく写るという時代から抜け出していくための時代性
が、そこにあるのではないかと思います。今回の写真
展と写真集ではわりと、新しい人たちも入れています
が、やはり時代によって変わってきているというのが
はっきり出ている。それを出さないと、現代写真史に
はならないだろうなと思っています。
鳥原　デジタル化によってもっとも恩恵を受けたの
は、ネイチャーフォトの分野です。ネイチャーフォト
の撮影範囲が、圧倒的に広がりましたから。星野道夫
さんはデジタルの前に亡くなっていますが、その後の
岩合光昭さんや今森光彦さんなどの展開を見ている
と、明らかにデジタルでないと撮れない対象を捉えて
いる。ジャンルでいえば、天体もデジタルのおかげで
まったく変わった。新しい世界観がそこに提示されて
いるかどうかは、疑問がありますが。
田沼　今まで撮れなかったものが撮れる、表現できる
ようになったというのは、大きいのではないでしょう
か。
鳥原　画素数が増え、感度が上がったことで、暗所撮
影や超クローズアップやトリミングの自由がある。あ
るいは鳥にカメラをつけて放して撮るとか。
飯沢　赤外線センサーやドローンを使ったり。ただ、
それが実際の表現の世界として新たな領域まで行って
いるかというと、そうでもない。

上野　ドローンの映像も、最初は驚きがあるけれど、
あっという間に飽きてしまいますから。
田沼　技術的な面白さでいくと、飽きてしまう。やは
り内容が大事です。

■ ジェンダーによる表現の違い
上野　先ほど田沼先生がおっしゃったように、銀塩と
デジタルで撮る時のスタンスは変わらない、と。現状
の作品概念は、やはりフィルム時代の広義のアナログ
をベースにしている気がします。鳥原さんがおっしゃ
ったように、ライフイベントの写真などを、こういっ
た文脈ですくいとれるかというと……。
鳥原　たぶんもう少し、時間がかかるでしょう。新し
い技術や分野というのは、少し成長を待たなくてはい
けない。
　長島有里枝さんの家族ヌード等、女性の展開を見て
いると、やはりライフイベントをかなり積極的にテー
マにしようとしています。男性のライフイベントは、
たかが知れていますから。就職して結婚しようが、あ
まり変わらない。でも女性は、妊娠出産なども大きく
作用するし、年齢によってライフステージが変わる。
飯沢　90 年代に女性写真家が多く出てきて、2001 年
に長島さんと HIROMIX さん、蜷川実花さんの３人が
木村伊兵衛写真賞を受賞したのは象徴的です。ライフ
イベントというより、それを含めた現実世界を相手に
するような女性写真家の取り組みというのは、質的に
変わってきている。
鳥原　最初は私写真だったんですね。
飯沢　そのうち、私写真を超えていった。
鳥原　以前、女性写真家について「当時者としての視
点だ」と書いたことがあります。今の社会構造のなか
のどこに自分がいるのかと問いかけるような写真で、
それを支持しているのが、同じ当事者としての視点を
持っている女性という、ひとつの構造が見えてきます。
飯沢　いわゆる〝ガーリーフォト〟の象徴であった長
島さん自身、変わりましたね。自分の記憶や家族とい
った問題を、それまでのドキュメンタリースタイルか
ら、より構造的に捉えるようになっている。

上野 修 氏

北野　謙　「our face, 宮川町「京おどり」で舞う舞妓さん」　2013 年
　　　　　舞妓さん 30 人を重ねた肖像 白鳥真太郎　「Yello ｗ B 」　 2014 年
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鳥原　それを意識的に始めたのは、おそらく石内都さ
んでしょう。『1・9・4・7』という写真集では、自分
と同じ 1947 年生まれの女性たちの手足を撮る。その
後、『マザーズ 2000 ‐ 2005 未来の刻印』『ヒロシマ』
など、常に女性としての視点で作品を展開し、それが
国際的に評価された。
飯沢　ここのところ、伊奈信男賞というニコンサロン
の最高賞が、４年くらい続けて女性写真家ですよね。
2016 年度が藤岡亜弥さんで 17 年度が菅野ぱんださん、
18 年度がインベカヲリ★さん、19 年度が岩根愛さん。
彼女たちの写真のあり方は、男性よりも能動的でロジ
カルです。
鳥原　たぶん女性写真家たちは、男性社会の中で鍛え
られたんでしょう。多くの女性写真家にとって、〝ガ
ーリーフォト〟というのは傷なんですよ。実際にイン
タビューすると、この呼称が嫌だという女性写真家が
ものすごく多い。そのことが、彼女たちを育てたんだ
と思います。私の写真はガーリーフォトと呼ばれるよ
うなものではないはずだ、と。どちらにせよ、男側も
時代を見直さなくてはいけないと思います。
上野　写真の歴史は、ある意味、すべて非対称性の産
物でもある。カメラが身近になるにつれ、それまで撮
られる側だった人間が撮る側にまわる。そうすると、
今までの欺瞞も露わになるわけです。
鳥原　デジタルによって、パンドラの箱が開いたのか
もしれませんね。

■ 写真体験を通しての自己の変革
上野　今の時代、何を基盤に写真を見ていけばいいん
でしょう。
飯沢　インターネットに上げられた写真をすべてフォ
ローすることは不可能ですし。
上野　それにネットはフィジカルじゃないから、経験
として残っていかないですよね。こういうことを言う
と、「昔はよかった」みたいになりますが、探してい
た本をあそこの本屋でやっと見つけたとか、写真展も
見たか見ないかで評論も変わった。今はネットに情報

があるから、記述もフラット化している。
鳥原　作家より一般の人がやっていることのほうが、
面白いケースもある。みんながやっていることを洗練
させたものが、作品として出てくる。そういう社会の
中で写真はどうあるのか、これからの課題でしょうね。
飯沢　今 SNS で大量に拡散されている写真の中から、
洗練されたものが出てくる可能性もあると考えている
んですね。
鳥原　そう思います。
飯沢　わりと、ポジティブに考えているんですね。
上野　写真というのは、見せるだけではない。撮るこ
とで自身が変わる、自己に関する技術であり、実践で
もある。歴史的にも、多くのアマチュアが、それに惹
かれてきた。そういう意味では、今、さらに多くの人
が、写真的体験を通して自己を変えつつあるのが日常
になっている。それが作品として残るかどうかは、全
く別ですが。
鳥原　ヴィヴィアン・マイヤーみたいな人を〝発見〟
する人がいて、死後、いきなり「写真家」の扱いを受
けるようなケースもある。同時代の予想を超えた範囲
から新しい人も作品も登場する。それを写真の歴史が
示していると思うからです。
上野　世界報道写真展に行くと、全部 HDR がかかっ
ているみたいで、写真がよすぎて印象に残らない。で
きごとに直面し、それをダイレクトに身体性に伝えて
いくメディアではなくなっている気がします。デジタ
ルはそれをほんの数年間で、露わにしてしまった。
鳥原　今、フィルムに注目する人が出てきたのは、そ
ういうことでしょうか。
飯沢　身体性への回帰かもしれません。
松本　フィルムからデジタルに変わったことで、何が
起きたのか。また社会環境によって、写真の立ち位置
が変わってきたことが今日よく分かりました。それに
よって、作られる写真も変わっていくそのことが、今
回選ばれた写真にも如実に表われていると思います。
――本日はどうもありがとうございました。
（構成／篠藤ゆり、撮影／出版広報委員：伏見行介）

林　明輝　「ドローンで迫った吹き割りの滝」　2014 年 竹沢うるま　「Kor La」  2015 年
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Congratulation

——この度は「文化勲章」受章おめでとうございます。
長きにわたって写真家としての活動が継続できたのは

「健康であること」が大きいように思いますが、心がけ
ていることなどあるのでしょうか。
田沼：最初から身体が丈夫だったわけではないんです。
小学校低学年の頃は病気がちで休むことが多く、母が
いつも学校に謝りに行っていたくらいでした。しかし
小学３年生の頃から体質が変わり、それ以後は中学校
卒業まで休みなく通うことができました。健康のため
に何か特別なことをしているわけではないんです。強
いて言うならば、写真を撮り続けていることが健康に
つながっているのではないでしょうか。今も下調べを
していて夜更かししてしまうときもありますが、自分

おめでとうございます

が撮りたいものを撮るために早起
きすることは苦になりません。JPS
会長時代、午前中に撮影してから
午後の会議に出ることも普通にあ
りましたし、それは今も変わって
いません。ただし今年、運転免許を
返納しました。3 ～ 4 年前から運
転はしていなかったのですが、事
故を起こしたら家族や周囲の人に
迷惑をかけてしまうので。撮り続
けている武蔵野の撮影の際は、友
人達の車に乗せてもらったり、電
車やバスなどの公共交通機関を利
用しています。
——写真家として優れた作品を世
に出し続けてこられましたが、そ
れぞれのテーマにどのようにして
出会ったのでしょうか。また続け
る上でのさまざまな道程など教え
てください。
田沼：「世界の子ども」を撮るきっ
かけとなったのは、タイムライフ社の研修休暇でパリ
を訪れたときの体験が基になっています。日曜日の朝、
ブローニュの森に行ったら、森に向かって一目散に駆
けていく子ども達の姿を見て思わずシャッターを切っ
たのですが、このときちょうど自分のライフワークを
何にするか？を考えていたときで「世界の子ども」をテ
ーマにできないかと甘く考えたのです。最初はライフ
の仕事のついでに撮ればいいと考えていましたが、ロ
ンドンに行っていざ子ども達を撮ろうとしたら、日本
のように路地で遊んでいるわけではない。アパートメ
ントに囲まれた中庭で遊んでいて、そこに入るために
は許可がいる。自分の作品として撮るためには何かの
ついでではなく、そのために自分が動かなければいけ
ないとはっきり認識しフリーになりました。

そして今も、武蔵野を撮り続け
ています。下町育ちの私にはふ
るさとと呼べる場所がないだけ
に、武蔵野に対する憧れをずっ
と持ち続けていて、旧武蔵国の
範囲だった埼玉県、東京都、そし
て神奈川県のエリアを撮り続け
ています。広範囲を移動しなが
ら撮らなければいけませんが、
ライフワークとして考えたときに国内にいるときは武
蔵野、海外に出たときは世界の子ども、と２つのテーマ
を持つことで、年間を通じて作品を撮り続けることが
できています。

——JPS も創立 70 周年を迎える
一方で、草創期のことを知る会員が
ほとんどいなくなってしまいまし
た。創立当時の思いや写真著作権の
ことなど、次の世代へと伝えたいこ
とがありましたらお願いします。
田沼：著作権が死後起算に変わった
のは、写真家は創作をしているとい
うことが認められるようになったか
らです。これは私たち JPS が言い出
してから認めてもらうまでに 44 年
かかりました。映画は機械を通さな
ければ見られませんが、写真ならい
つでも見ることができます。それこ
そが写真の特色であり、主役だけで
なく周りの景色に情報が含まれてい
る、そこが大事なんです。どんな優れ
た小説家でも、それを描写すること
はできません。今を 100 年後の未来
に伝えることができるのは写真だけ
なんです。スマホの時代になり、写真

の持つ意味を軽く考える風潮も強いようですが、撮っ
た作品をきちんとプリントして残していかないと未来
に伝わりません。名取洋之助写真賞を創設したのも「ド
キュメントを撮る人がいなくなったら困る」からであ
って、しっかり撮った写真を残す必要性や重要性を業
界内だけでなく、一般の方にも広く知ってもらう必要
があります。写真著作権も運動を続けてきたから得ら
れたもので、最初からあったわけではありません。これ
からも写真家が自主的に動き、写真を取り巻く環境を
みんなで良くしていこうという気持ちを忘れないでほ
しいと思います。
——今日はどうもありがとうございました。

（2019 年 12 月 27 日　田沼事務所にて、聞き手／出版
広報委員・小城崇史、撮影／出版広報委員・川上卓也）

写真家初の「文化勲章」受章

（日本写真家協会常務理事、
 日本写真著作権協会会長）

田沼 武能 さん
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Q．教育利用写真アーカイブとは、どのようなものですか？
著作権法には、写真を教育目的で使用する場合には著
作権が制限されるというルールがあります。「公表され
た著作物（写真）を学校の授業などで使用する場合には、
必要と認められる範囲内で教師や生徒などが無償で使
用できる（著作権法 35条）」とされています。
今までも教育目的の写真の使用は無償とされていた

のですが、2018 年 5月の著作権法改正でデジタルデー
タの公衆送信も可能になりました。この権利制限の拡張
部分に対して著作権者に補償金（授業目的公衆送信補償
金）が支払われることが決まり、「授業目的公衆送信補償
金制度」がスタートします。しかし、教育目的での写真使
用は雑誌や書籍、インターネットなどからの利用が多い
ため、写真の使用履歴を把握できず個々の写真家に公正
に補償金を支払うことが難しい状態にあります。
そこで、教育現場で使う写真を無料でダウンロードで

きる「教育利用写真アーカイブ」を作ることになりまし
た。写真家が登録した写真を教育関係者が無料でダウン
ロードできる仕組みです。著作権法で認められた教育目
的の使用に該当するため料金は支払われませんが、ダウ
ンロード履歴に応じて写真家に補償金が分配されます。
これは著作権法上、無償で使うことが許された使用なの
で、写真マーケットへの影響はありません。

Q．補償金とはどのようなものですか ？
2018 年 5月の著作権法改正で新しく作られた制度で

す。以前から教育目的の場合、著作物は自由・無償で使
われていたのですが、デジタルデータの使用（公衆送信）
に制限がありました。今回の改正で公衆送信での使用も
可能になり、授業で生徒のPCやタブレットにデジタル
データを送信できるようになりました。これに合わせ
て、授業目的公衆送信補償金制度が始まります。　
著作権の権利制限が拡大することに対して、補償金を
設定して権利者への影響を補充しようとする意図があ
ります。補償金は写真を利用する教育機関の設置者（公
立小中学校であれば教育委員会）が文化庁長官から指
定された団体であるSARTRAS（授業目的公衆送信補

償金等管理協会）に支払います。SARTRASは独自の調
査に基づいて著作物の分野ごとの権利者団体（写真は
JPCA）を通じて補償金を分配します。

Q．システムを教えてください。
写真家が「教育利用写真アーカイブ」に写真をアップ

ロードし、教育関係者は IDとパスワードでログインの
うえ、ダウンロードして使用します。「教育利用写真アー
カイブ」から一元的に写真がダウンロードされることに
よって、JPCAは写真の使用履歴を把握し、使用点数に
応じた補償金を分配します。補償金は SARTRASの調
査資料とアーカイブの使用履歴をもとに計算されます。
写真の使用者は小・中・高・大学・高専や専門学校・
各種学校など、非営利の教育期間に限られ、参考書や問
題集、塾やカルチャーセンターなどの商業利用は含みま
せん。また、写真の使用者にはアーカイブの規約への同
意が求められ、その範囲内での使用が許諾されます。こ
のアーカイブは公衆送信補償金制度に対応したものな
のでPCやタブレット、電子黒板などで使うデジタルデ
ータでの使用が対象となります。

Q．学校教育が変わるのですか？
近年のAI（人工知能）の進歩には目を見張るものがあ

ります。人間の仕事がAIにとって代わられる事例が多
く出現しており、教育行政ではAI時代に対応した教育
の改善が急務とされています。そのため、学校教育は記
憶を中心とした詰め込み型から好奇心をもって考え、論
理的な思考を訓練するアクティブラーニング（双方向授
業）へと移行します。
文部科学省は来年度から実施される新指導要領のな

かで「ICT教育の推進」を掲げています。ICT教育とはイ
ンターネット・コミュニュケーション・テクノロジーの
略語で「身近なコンテンツを使って新しいものを作りだ
す」ことを意味します。PCやタブレットなどのデジタル
機器を使って授業を進めることが増えるので、たくさん
のコンテンツ（著作物）が必要になります。昨年の著作権
法の改正は、この教育現場での変化に対応するためのも
のなのです。

　2018 年の著作権法改正で学校などでの「教育目的で著作物を無償利用できる範囲」がデジタル機器を使用する
公衆送信まで拡大された。そして、この改正による著作権者への影響を補充する目的で「授業目的公衆送信補償金
制度」が新設された。日本写真著作権協会（JPCA）は、この補償金の制度に対応するために「教育利用写真アー
カイブ」を準備中。瀬尾太一 JPCA常務理事にシステムの概要を取材した。� （著作権委員会）

著作権研究（連載48）

著作権法改正で「授業目的公衆送信補償金制度」が決定。
補償金を分配する「教育利用写真アーカイブ」がスタート！
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Q．どのような写真が必要とされるのですか？
教育目的の写真というと動植物や歴史的建造物、仕事

の紹介といったイメージが強いでしょう。しかし、ICT
教育では写真の用途や使用量が飛躍的に増えることが
予想されます。児童や生徒が自分で加工や編集をするこ
とも考えられます。今まで教育用途として想定されなか
った日常のシーンや家族、手のアップなどのイメージ的
なカットまで、幅広いジャンルの写真が必要とされま
す。
また写真の肖像権や著作権、個人情報などについて
は、被写体への許諾や許可などの処理を済ませた上で応
募していただきます。権利関係がクリアされていること
が必要です。写真保存センターに収蔵されている歴史資
料や文化財などの写真も公開する予定です。
募集写真の条件は以下のようになりますが、詳細につ

いては試行錯誤しながら検討してゆきます。
○　サイズ：長編 1000px　72dpi
○　ファイル形式：JPG、またはPNG
○　カラーモード：RGB、またはグレースケール
○　撮影情報：撮影場所、撮影日時、キャプションなど
○　応募者が著作権を保持し、許諾を出せること
○　�肖像プライバシー権、肖像パブリシティ権などの許
諾や許可が必要な場合は写真家によって権利処理
済みであること

○　過去に公表された写真も応募可能

Q．補償金の分配以外の目的はありますか？
補償金の支払いは「教育利用写真アーカイブ」を実施

する大きな目的です。著作権法に補償金の支払いが明記
されたのですから、補償金をしっかりと写真家（著作権
者）に届ける必要があります。しかし、目的はそれだけで
はありません。
まず、学校教育の場で子供達に、よい写真に触れて欲

しいということ。現在のように写真の著作権が他の分野
の著作物と同等に認められるためには長い時間と多く
の苦労がありました。しかし、写真がデジタル化されて
簡単に撮影できるようになった現在、１枚の写真の価値
が軽んじられる傾向にあります。写真家がきちんと撮影
した写真を学校教育の場で子供達に見せることは、文化
としての写真の地位をさらに上昇させてゆくためにも
大切なことだと考えます。
また、子供達に「写真をWEBから拾ってくる習慣」を
つけさせたくない、という意
図もあります。著作権法では
教育目的であれば公表され
た著作物は自由に使用でき
ます。WEBの写真を使って
もよいし、スマートフォンで
の複写も可能。しかし、これ
は教育用途に限って許され
た特例であり、他の目的で行

えば著作権の侵害になります。学校の授業で他人の著作
物を自由にコピーして使用する習慣をつけた子供たち
が、社会に出ても同じことをしてしまうのではないか？
学校の授業で使う写真は専用のアーカイブからダウン
ロードするという習慣を作ることで、学校での著作物の
使用は特別ルールだということを子供達に認識して欲
しいと考えます。

Q．写真の価格が下がるといった危険はありませんか？
「教育利用写真アーカイブ」の写真の使用は著作権法
で無償使用できると定められている範囲に限られてい
るので心配はいりません。写真の使用者は規約（契約）を
承認した上で IDとパスワードでログインし、ダウンロ
ードします。また、デジタルでの使用が目的なので、小さ
なデータサイズ（長辺 1000px）に設定しています。
目的外使用などのトラブルに対しては JPCA内に対
応窓口を設置する予定です。

Q．誰でも参加できるのですか？
写真の登録は日本写真家協会など、JPCAに加盟する
正会員団体（12団体）に所属する写真家に限ります。これ
らの写真家には著作権者 ID（JPSホームページの会員
情報のページで確認できます）が付与されており、登録
にはこの IDが必要です。アップロードしていただいた
写真は、選考委員が目的に合うものを選考した上で公開
します。

Q．この制度はいつごろ始まるのですか？
現在準備中で、2019 年の 10 ～ 12 月に第１回目の写
真募集を行いました。2020 年に２回目の募集を予定して
おり、それ以降も随時募集を行います。募集日時が決定
したらパンフレットなどでお知らせします。
改正された著作権法には「公布後 3年以内に施行」と

明記されています。そのため、システムは 2021 年 5月ま
でにスタートし、2022 年から補償金の分配を始める予定
です。2020年代半ばまでにはデータベースとして機能で
きるように整備することが目標です。
著作物のデジタル化によって写真の著作権をとりま

く環境は大きく変化しています。そして「教育利用写真
アーカイブ」は写真の分野が他の著作権分野に先駆けて
取り組んでいる新しい試みでもあります。皆さんの積極
的なご参加をお待ちしています。
� （文責：著作権委員・吉川信之）
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写真家はいつどういった動機から、写真撮影の道に
入ったのであろうかを探ることも、保存センターの仕
事である。ある人は家業を継ぐためであったり、街中
に氾濫する写真から興味を抱いたり、趣味として始め
たり、職業意識をもって撮影意図を明確にして取り掛
かった人もおられるだろう。

■島内英佑さん

島内英佑さんは 1937（昭和 12）年、高知県幡多郡佐
賀町の造り酒屋の次男として生まれる。父垞蔵は日中
戦争が始まったころ流行っていたアマチュア・カメ
ラマンとして町で知れ渡っていた。ドイツのツアイ
ス・イコンが製造したイコンタ・シックスはスプリ
ングカメラの名器として誰もが持てるカメラではな
かった。長兄吉康も家業を継ぎ、傍らでアマチュアと
してカメラ雑誌に投稿し数々の賞を得るなど、写真一
家といった環境で英佑は育った。
1955（昭和 30）年、日本大学芸術学部写真学科に入学
し本格的に撮影に励む。在学中渡辺義雄氏の推薦で
『サンケイカメラ』〈ルーキー登場〉欄に「光る川」（58
年）を発表する。卒業制作のテーマを「四国三郎−吉野
川−」に定め、約2年間かけて吉野川流域で暮らす人々
と風景を、上流から河口までを地図を片手に自転車で
踏破し、フォトストーリーとした。
1959（昭和 34）年光文社写真部
に入社。『少年』『少女』『面白倶楽
部』『カッパノベルズ』等の撮影に
従事する。1962（昭和 37）年フリー
となり、平凡社の雑誌『太陽』の嘱
託。1964（昭和 39）年『アサヒカメ
ラ』〈新人〉欄に「ある典型―東京
駅―」を発表するなど、雑誌メデ
ィアでの活動が光る。個展に「ボ
ンジュール・パリ」（新宿ニコン
サロン72年）、「フランスの詩」（三
菱オートガーデン 74 年）、「南の
風―パラオ・セブ紀行―」（キヤ
ノンサロン 78 年）などがあり、
1979（昭和 54）年個展「吉野川ふた
むかし」（ニコンサロン）を催す。
主な撮影は国内外の旅紀行、食文
化を諸雑誌に発表する。
今回収蔵した写真原板は処女

作である写真集『吉野川ふたむかし』（教育出版センタ
ー 79 年発行）に掲載された写真から選んだ。モノクロ
フィルム 201 本がコンタクトプリントとともに整理
されており、学生時代の取材メモなどを収集した。
この写真集には作家の森村誠氏が「川と人生」と題

して、「川はよく人生に譬えられる。内陸の奥深くに源
を発し、急流にもみしだかれ、滝つ瀬となって落下し、
淵に澱み、平原に出でて川幅を広げ、紆余曲折しつつ、
遂に河口より海に至る。この変転の過程は、まさに人
生である。まことに「行く川の流れは絶えずして、しか
も、もとの水にあらず。よどみに浮かぶうたかたは、か
つ消え、かつ結びて、久しくとどまりたる例なし。世の
中にある人と栖とまたかくのごとし」であると記し、
島内の写真について、「氏は、吉野川（四国第一の長流）
という日本の美しい川の一つを生命ある被写体とし
て凝視し、その源の誕生から海に注ぐまでを有機的に
とらえ、卓抜したカメラアイによって見事によみがえ
らせた。
写真は大雨が降ると氾濫を繰り返す「四国三郎」の

源流を求めて高知、愛媛の県境付近から始まり、最奥
の集落、伝説では壇之浦の合戦で敗れた平家の落人が
住み着いたといわれる寺川の雪道を歩む。水資源の宝
庫である上流域には複数のダムが造られ、発電と水が
めで都市用水と農業用水、道路も整備される。和紙の

「日本写真保存センター」調査活動報告（32）
写真撮影の初心をまとめた写真原板と教育利用のための写真の収集� 松本 徳彦（副会長）

土地の有力者が金婚記念に贈った大川つり橋
（雪が舞う 3 月）

現在は欄干が造られ、涼を求めて子供たちは読
書に夢中（8 月）
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真収集の範囲を自然科学、動植物の生態などを学術的
に捉えた写真にまで拡大することにした。その第一弾
が財団法人日本野鳥の会理事の高野伸二著の『日本産
鳥類図鑑』や『日本の野鳥』などから、野鳥を捉えたカ
ラー写真を約 450 本収集した。

高野が初めてカメラと望遠レンズを購入して撮影
を始めたのは 1955（昭和 30）年からという。水鳥の渡
来地は千葉県行徳あたりだったが、近年、干潟が埋め
立てられマンションや住宅が建ち並び、野鳥を観る機
会がどんどん少なくなってきた。反面、マスメディア
が自然志向を強く打ち出せば出すほど、野鳥を撮ろう
とする人は増え続けた。しかし、自然環境保護への関
心が乏しく、野鳥生息地への環境破壊が進み、その上、
珍しい瞬間だけを撮ろうとするマナーの悪い人が増
えて困っているという。それだけに野鳥の生態を捉え
た写真は貴重で残す必要がある。
高野氏は 1926（昭和 1）年東京四谷で生まれ、小学校

に入る前から、庭に来る鳥を毎朝晩眺め、中学生のこ
ろには鳥類生態写真の先駆者として知られる下村兼
史（1903~67）の写真に憧れ、冬鳥のふるさと大陸満州
（今の中国東北）の学校に進学（44 年）、現地でツルやノ
ガン、ヤツガシラなどの観察を続けた。国立吉林師道
大学から招集され、敗戦でシベリア抑留生活を経験。
帰国後東京教育大学、大学院理学研究科博士課程を終
え（58 年）、白金の国立自然教育園に勤務（60 年）、日本
鳥類保護連盟を経てフリー（72 年）、日本野鳥の会理事
を歴任。鳥の生態写真集や野外図鑑などの出版に関わ
り、多くの著作をあらわし関係者からは「生きた図鑑」
と呼ばれていた。（84 年没）
この度の収集（35 ミリカラー 450 本約 8,000 コマ）

と書籍、資料等には、日本野鳥の会常務理事の塚本洋
三氏の多大なお世話をいただいた。

原料コウゾの
生産も盛んで
ある。大歩危・
小歩危の渓谷
には観光客が
絶えない。両
岸は絶壁で手
漕ぎの渡し舟
で渡る。待望
のつり橋がで
き人の交流が
盛んになる。
阿波の人形浄
瑠璃の頭はこ
の地で作られ
る。次第に川
幅も広がり徳
島市へと流れ紀伊水道へ。全長 194 キロメートル、流
域 3650 平方メートルの大河で人の暮らしと川の景観
を捉えた旅は終わる。
1958（昭和 33~34）年ごろに記された『吉野川撮影旅
行日記』と、源流から河口までの 5万分の 1地図 9枚
があり、吉野川筋に沿って踏破した折々の様子や出会
った人たちとの会話、食べ物、取材日誌などが地図の
周辺に書き込まれ、写真集とともに見ると写真を撮っ
た時の印象が手に取るように分かる旅紀行となって
いる。保存センターの原板台帳のメタデータを整える
のに大変参考になる。今後は『吉野川』を起点としてご
家族の協力を得ながら順次残されている原板の整理
を進め、島内さんの業績をまとめていく予定である。

■高野伸二さん

日本写真保存センターでは、文化庁が「著作物の教
育利用」に関しての補償金制度の改定を行い、教育利
用のための写真の収集、利活用の促進を図っているこ
とを見据えて、この状況を有効に活用するために、写

シロハラ（Turdus pallidus）　東京日野
トキワサンザシの赤い実を飲み込もうとする瞬間

カメラを通しての島内さんの川に寄せた限り
ない愛情と郷愁がある。　『吉野川ふたむかし』
　教育出版センター　1981 年

アマザモ（Bubulcus cbis）　北海道根室
放牧されている馬が追い出すカエルを狙って、一緒に行動する
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半世紀ちかく写真を撮ってきましたが、ほとんどが海
外の辺境というか、地域文化の撮影です。初めてサハラ
砂漠を訪れたのは 1972 年、25 歳の時でしたが、とにかく
圧倒されました。過酷な自然のなかで何世代も生きてき
た人たちの強靭な生き方を見て、生きる糧とはなんだろ
うと思いめぐらし、イスラムという宗教が想像もつかな
いスケールで広がっていることを理解した。そこから、さ
まざまな宗教が濃密に受け継がれている土地を巡る取
材を続けてきたわけです。

1974 年、ロンドンでランドローバーを購入してアフリ
カ大陸に渡り、長期取材をしました。リビアの砂漠では
264 頭のラクダを連れたキャラバンを追跡していて、歩
調が遅れた１頭のラクダを屠殺する場面と遭遇。360 度

地平線の中、縛って身動きできなくしたラクダの喉を切
る。すると赤茶けた砂の上に花が開くように血が広がり、
あっという間に乾いていった。こういうシャッターチャ
ンスがあるのかと、自分でも驚嘆しました。熱風のサハラ
で干上がった河を見ているうちに、同じサハラを流れて
いる永遠に枯れることのないナイル川があることに閃
き、全ナイル流域の取材を始めます。

1981 年、南スーダンのディンカ族という牧畜民のキャ
ンプで、牝牛の性器に口をつけて息を吹き込む少年を撮
影しました。牛が性的な刺激を受けて、お乳をよく出して
くれる。家畜のことを知り尽くした習性です。その後、内
戦が始まり、取材ができなくなります。

長い内戦後、2012 年から翌年にかけて取材に行くと、

第 13 回 JPS フォトフォーラム
（2019 年 11 月 17 日（日）：有楽町朝日ホール）

主催 : 公益社団法人 日本写真家協会、朝日新聞出版「アサヒカメラ」　後援 : 文化庁

今回のテーマ：

「撮るべき、時代。」

開会挨拶：会長 野町和嘉
ＪＰＳフォトフォーラムは

これまで、それぞれ時代に即
したテーマを掲げてやってき
ました。今回は「撮るべき、時
代。」。「撮るべき」の後に「、」が
入っていて、なんとなく意味
深です。今、デジタル技術が
予測もつかないスピードで進
行し、スマートフォンが普及
しています。変化のスピード
を考えると、５年後、10 年後
に写真がどういう形で継続されているのか、誰しもが考
えずにはいられない時代です。

写真展の審査を頼まれると、全紙に伸ばして人様に見
ていただくという思いがないまま応募されている作品が
少なくないことに戸惑います。我々が葛藤しながら撮っ

ていた写真と、女子高生がカフェなどで撮るインスタ用
の写真の落差というか。これではいけないし、まさに「撮
るべき、時代。」をもう一度思い起こし、写真と向き合って
いかないといけないと、改めて痛感した次第です。

基調講演：野町和嘉（日本写真家協会会長）

毎年恒例となったフォトフォーラムを2019年 11月17日（日）、有楽町朝日ホール（東京都千代田区）で開催し
た。常連の方々も多くみられるなか今回は429名の参加者でうまり、第１部は野町和嘉会長による基調講演（後半
は対話形式）を行った。第２部からはパネリストによるステージ上での写真講評会、第 3部は大西みつぐ氏、
HARUKI 氏、熊切大輔氏を招いた「スナップそれぞれの流儀。」というテーマでパネルディスカッションの3部構
成で行った。
朝日新聞出版社雑誌本部長・佐々木広人氏の司会進行のパネルディスカッションでは、「光、影、色、静、動、モノ

クローム、音、時間、感情、時代」という10の共通お題について、各氏独自の写真談議が繰り広げられた。
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さすがに全裸の男たちはい
なくなっていました。しかし
驚いたことに、牛の性器に
息を吹き込む風習は受け継
がれていた。その１年後に
再び内戦がおこり、撮影し
た牧畜キャンプが今も残っ
ているかどうか分かりませ
ん。

エチオピア南部には、男
子の通過儀礼として並ばせ
た牛の背中を跳躍する民族
がいます。その通過儀礼を
祝福するため、女性たちは

男たちから鞭で打たれる。血を流し、背中に無数の鞭傷
が残っていることが彼女たちの誇りなのです。これがア
フリカの伝統の底力なのかと納得させられました。エチ
オピアは十数回取材していますが、北部の岩窟教会を最
後に撮影したのは 2012 年、高性能デジタルでしたから、
暗い中 ISO25600 という以前にはあり得なかった高感度
で撮影できました。

イスラムの聖地メッカでは、ラマダン月の 27 日目、100

【 佐々木広人氏との対談 】
佐々木　今の時代、海外の珍しい場所に行ってただ撮
ってくる写真は、ネットやＳＮＳ上でも溢れています。
ただ、ここまで現地の人たちに入り込むのは、なかな
かできないと思います。よく言葉も通じずに入り込め
るなというのが、率直に言って驚きです。
野町　若かったし、好奇心に溢れていた。それに 80 年
代から 90 年代初め頃までは、社会が背中を押してく
れた。雑誌の編集部も、「お前、行け」と取材費を助けて
くれましたから。
佐々木　アマチュアの方でもアフリカや中東で写真
を撮る人がいますけど、ポッと行って撮れるものと体
験してきたからこそ撮れるものは違う。その違いを分
かってほしいですね。
野町　ここ数年、カメラを向けるとイヤな顔をされる
ことが増えました。昔と比べて何十倍もの観光客が押
し寄せ、みんなカメラやスマホで写真を撮ろうとする。
我々はプロセスを踏んで人情の機微を考慮するけれ
ど、それもまったくない。だからカメラを持っているだ
けで、抵抗感が生まれるわけです。
佐々木　文革で破壊された仏像の写真。あれは、撮っ
て残してあるから意義がある。もしかしたら、今はもう
ないかもしれないので。一方、最近チベットで撮られ
た写真では、小僧がスマホを持っているところが小憎

万人のムスリムが徹夜で礼拝しカーバ神殿のまわりを
巡回する様子をスローシャッターで撮りました。また年
に一度の大巡礼では、200 万人が白い巡礼着をまとって
巡礼するところを撮影。人間ってなんだろうという思い
にかきたてられる、すごいシーンでした。

きっかけは 1994 年、聖地メディナの写真集を作りた
いから撮影に来てほしいとサウジアラビアに呼ばれた
際に、イスラム教徒になることを決心しました。メッカも
メディナも、異教徒は立ち入り禁止です。それでは肝心
な場所での撮影ができないし、長い間の経験からイスラ
ムに対し違和感はありませんでした。

チベットを撮影し始めたのは 1988 年。広大なチベッ
ト高原のほぼ全域を旅しました。文化大革命時代、チベ
ットの寺院はほぼすべてが壊された。1991 年には、叩き
壊された仏像の撮影もしました。2014 年には、東チベッ
ト（四川省）のラルンガルゴンパを撮影しましたが、ここ
も今は入れません。チベット仏教の勢力が大きくなった
ため、中国が破壊にかかっています。

今まで撮影してきた地域文化というか、宗教文化は、
急速に変化が進んでいます。そこで最近は撮影対象を風
景に移していますが、地球上にはまだまだ未知の世界が
広がっていることを実感させられています。

らしいですね（笑）。
野町　そうやって世界中が平準化していく。
佐々木　最近は自然風景も撮られていますが、ああい
う圧倒的な風景はどうやって見つけるんですか？
野町　今、インターネットでいろいろ調べられますか
ら。世界遺産なんか、このアングルからこの時間に撮
ればこうなると、ほぼ分かる。もちろん、そういったも
のは参考にしかなりません。実際には現場に立ってど
う感じるか。そこからです。
佐々木　砂漠の写真などを見ると、音がしないんだろ
うな、と感じますね。
野町　だから惹かれたんでしょうね。夜明けに高台に
立って、誰もいない空間で、地平線から太陽が昇って
くるのを身体で感じる。やはり自然の荘厳さを思わず
にはいられない。我々の時間とは違う、悠久の時間が
流れている。
その時間を
体現できる
のが、この仕
事をしてい
てありがた
いなと感じ
ます。

【のまち・かずよし】1946 年高知県生まれ。写真家・杵島隆氏に師事し、1971 年に独立。1972 年、20代半ばでサハラ砂漠に旅したことを契機に、
極限の風土を生きる人々の精神世界、信仰をテーマに地球規模で取材を続ける。2000 年代以降は、アンデス、インド、イラン等を中心に取材。「サ
ハラ」「ナイル」「地球巡礼」等多くの写真集が国際共同出版される。東京、ローマ、ミラノ他で「聖地巡礼」展を開催。土門拳賞、芸術選奨文部大
臣新人賞など受賞。2009 年、紫綬褒章受章。

「岩窟教会の祈り」　エチオピア
（2012 年）� 撮影：野町和嘉
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熊切　「東京動物園」の中の１枚、夜の公園です。昼間は
騒がしい場所が、夜中の静寂の中で違うドラマが生ま
れてくる。静かな空間は、ものの見方に変化をもたらし
てくれます。

「モノクローム」
大西　浅草木馬館は、モノクロを集中的に自分の作品
として浮上させていた時代の写真です。場の濃厚な情
緒性みたいなものを気持ちよく撮る。それがモノクロで
表現されていた時代です。
HARUKI　冬のパリでエッフェル塔の下から撮影し
た写真は、実はモノクロではなくてカラーです。モノク
ロを意識し、空と人物の陰と鉄という造形だけで構成し
ました。自分の中でフィルムが終わり、デジタルになる
と同時に、モノクロは撮らないと決めた。でも２年ほど
前プラハでデジタルでモノクロを撮影したら、写真を始
めた頃の感覚が蘇ってきた。モノクロが面白くなってき
ました。
熊切　托鉢の写真は、景色をどう見ているのかが分か
りやすい。カラーをモノクロにしたら面白くなるわけで
はなく、モノクロに似合う被写体を選ぶというひとつの
例です。
佐々木　アマチュアの方で、カラーで撮ったけれど、イ
マイチだからモノクロにしてみました、と。後で処理す
ることがあるじゃないですか。でも、根本的に違うと思
います。
HARUKI　後で変えるのは、考え方としては好きでは
ありません。潔くないので。

「時間」
佐々木　だんだんテーマが抽象的になりますが、今度
は「時間」です。

パネルディスカッション

「スナップ それぞれの流儀。」
パネリスト

大西 みつぐ
HARUKI
熊切 大輔

司会：佐々木 広人

佐々木　今年は写真家の皆さんのスナップの流儀とい
うことで、「光」「影」「色」「静」「動」「モノクローム」
「音」「時間」「感情」「時代」というお題を用意しました。
それぞれのテーマに合致する自分の作品をお三方に選
んで語っていただく、いわば写真大喜利です。

「静」
大西　路地でたまたま紙ヒコーキがひゅーっと飛んで、
そこに止まった。そこに物語性があります。路地には人
の生活があり、子どもも大人も細かく動いていますが、
その動きより全体の静けさや穏やかさを記録したい。
佐々木　穏やかな下町の風景の中に紙ヒコーキが横た
わっているので、静けさを増幅させる感じがあります
ね。
大西　深川富岡八幡の水かけ祭りの写真は、消防団の
人がいつ神輿が来るかと固唾をのんで待っている。
佐々木　爆発数秒前ですね。
熊切　そこにドラマを感じるのは、大西さんならではで
すね。普通だったら、どば～んと放水している瞬間を撮
りたくなる。
佐々木　ここは大事な点です。盛り上がりの前の一瞬
の静けさ。騒がしさを相対化しているから、人が大勢い
ても「静」が表現できる。町をよく見ていないと、出てこ
ない発想です。

大西みつぐ（おおにし みつぐ）
1952 年東京深川生まれ。東京綜
合写真専門学校卒業。東京下町
や湾岸を中心にスナップショッ
トを撮り続けている。第 22 回太
陽賞、第 18 回木村伊兵衛写真賞、
2017 年日本写真協会賞作家賞受
賞。東京造形大学、武蔵野美術大
学非常勤講師、大阪芸術大学客
員教授などを歴任。日本写真協
会、日本写真家協会会員。ニッコ
ールクラブ顧問。

HARUKl（ハルキ）
1959 年広島生まれ。九州産業大学芸術学部写
真学科卒業後、上京。主にポートレート作品
を雑誌 ･ 広告・音楽 ･ 映像メディアで発表。

「第 35 回 ･ 朝日広告賞、グループ入賞 & 写
真表現技術賞」、「PARCO 期待される若手写
真家展 3」他多数受賞。オリジナルプリントは
ニューヨーク近代美術館などに収蔵。近年は
旅先でのスナップ作品を作品集や個展で精
力的に発表白写真雑誌への原稿執筆やモデ
ル撮影会での指導も務める。長岡造形大学視
覚デザイン学科 ･ 非常勤講師。JPS 会員。
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大西　渋谷
の道玄坂に、
ライオンと
いう、昭和 26
年に再建さ
れた名曲喫
茶がありま
す。この喫茶
店に入ると、
濃厚に過去
の時間の堆
積が感じられる。それを、どう表現したらいいのか。最終
的に、今のオーナーを撮らせてもらった。過去の時間と
向き合う僕の時間があったというところを大事にした
い。
佐々木　背景にも、時間を感じさせるものがたくさんあ
る。最初は人物に目が行きますが、２度見、３度見する
と、どんどん背景に写っているものが目に入ってきて、
繰り返しみていると味が深くなってくる。
大西　そういう写真が好きです。商店街の写真も、魚屋
のステンレスの上に何も置かれていない。つまり、廃業
間近なわけです。隣りのクリーニング店も、看板が古い。
僕はそれを、ちょっと遠くからじっと眺めている。
佐々木　大西さんの写真は、今風の言葉でいうと「じわ
る」。じわじわ来ます。
HARUKI　僕は、ヴェネチアの写真を選びました。海
軍の施設のそばなので、たぶん写っている女性は海軍
関係でしょう。彼女たちが着ている外套が、昔の日本の
インバネスに似ている。それが僕にとって「遠い時間」。
ノスタルジーを感じて撮った１枚です。
熊切　僕のは、さびれた港で老人が歩いている。とぼと
ぼした歩みの時間が、人生と重なる感じがして。それを
しっかりと表現するため、ガードレールの遠近法を利用
しています。「時間帯」を意識して撮ったのが、夕方の、子
どもの時間と大人の時間の狭間。路地で子どもが遊び、
そばで大人がお酒を飲んでいる。雑然とした中でいろ
いろなドラマが生まれる、マジックアワー的な時間帯で
すね。
佐々木　熊切さんの写真はいろいろな瞬間を多重に重
ねて撮っている。ウエハース型でね。

「感情」
佐々木　目に見えないテーマだからこそ、それを可視
化するのは、写真の面白みではないか。作家として写真
を 撮 る 時
は、その作
家性を１枚
の中に入れ
込まなくて
は い け な
い。そうい
った時、感
情をどのよ
うにして１
枚に入れて
いくのか、
見ていきたいと思います。
大西　感情はイメージでしかない。しかしそのイメージ
の中に、僕ら写真を撮る人間はいろいろなものを込めら
れると思っています。たとえば、荒川放水路の岸に立ち
つくしているホームレス。このお父さんが、スカイツリ
ーを見ながら何を思っていたのか。そこにとめどもなく
流れる人の生き方や、これまでの時間がすべて盛り込ま
れているだろう、と。
佐々木　そのへんは、写真ならではのよさかと思いま
す。この人が何を思っているのか、言語化したら野暮に
なりかねない。
HARUKI　昨年夏はイギリスも猛暑で、避暑地のブラ
イトンビーチもめちゃくちゃ暑かった。そこで見かけた
親子ですが、お父さんは日陰で休んでいたいけれど、子
どもは遊びに行きたくてその前駄々をこねていたみた
いで。そのまったく逆の感情が面白いな、と。
熊切　9・11の後ニューヨークを撮るようになり、ちょっ
と悲しみを背負っているのが今の姿だろうと、あえてそ
ういう部分を狙っていた。雨の日にたまたま古いメリー
ゴーランドで、少女が一人だけポツンと乗っていたので、
象徴的だな、と。「東京動物園」の中の１枚は、薬局の前の
SATOちゃん。SATOちゃんは昭和っぽいし、取り残さ
れた感じがあって。無視されている孤独感を出すため、
人の足の間から見えているSATOちゃんを撮りました。
佐々木　ハロウィンの格好しているんですね。

「深川　日々の叙景」より　（2019年）
撮影：大西みつぐ

「1世紀前に建てられたポルトガルの市民市場にて」
撮影：HARUKI

熊切大輔（くまきり だいすけ）
1969 年東京生まれ。東京工芸大を卒業後、
日刊ゲンダイ写真部を経てフリーランスの
写真家として独立。ドキュメンタリー ･ ポ
ートレート ･ 食 ･ 舞台など「人」が生み出す
瞬間 ･ 空間 ･ 物を対象に撮影する。スナッ
プで街と人を切り撮った作品表現を主とし
て 2018 年写真集「刹那東京で」発売と共に
写真展「刹那東京で」を開催。「東京美人景」

「東京動物園一アンリアルな動物たちの生
態」の三部作で東京の今を撮り続けている。
公益社団法人日本写真家協会理事。

佐々木広人（ささき ひろと）
朝日新聞出版雑誌本部長（アサヒカメラ前
編集長）　1971 年、秋田県生まれ。リクル
ートの海外旅行情報誌「エイビーロード」
編集部を経て 99 年に朝日新聞社に移籍。
週刊朝日副編集長、アサヒカメラ副編集長
などを経て、2014 年 4 月から 5 年間、アサ
ヒカメラ編集長を務める。肖像権や著作
権、撮影マナーの問題の講演も多く、「写真
界の噺家」の異名を持つ。今年 4 月から現
職。2012 年新語 ･ 流行語大賞トップテン
入りした「終活」の生みの親でもある。
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熊切　せっかくおめかししたのに、誰も見てくれない。
孤独な SATOちゃんです。

「時代」
佐々木　最後のお題です。
大西　中島さんは、「時代は回る」と歌っていますが、僕
が撮っている近所の風景さえ、時代は回っています。80
年代の葛西臨海公園は、新しい場所ができたということ
でこぞって人が集まっていた。30年以上たち、着ている
ものや髪型からも時代性が見えます。ほぼ同じ場所で
最近、サハリンからやってきた新婚カップルを撮りまし
た。今は、外国人がこんな東京の端っこに来る時代。ちっ
ぽけな空間でも、三十数年の中で、時代性がきちっと写
真の記録性の中に残っている。
佐々木　大西さんは、ずっとそこを見続けてきたからこ
そ、それが分かる。
HARUKI　時代の中で変わるものと変わらないものと
いうことで、２枚用意しました。まず変わらないもの。
６、７年前のカンボジアで、日没の１時間後くらいに撮
った写真です。丘の向こうの湖を指さしているお坊さん
がいて、後ろに付き人みたいな子どもがいる。100 年前
も 200 年前もずっとこういう風景だったのでは、と感じ
ました。実は撮影しながら、ずっと涙を流していた。自分
の想像の中の、悠久の時間みたいなものを感じたのでし
ょう。一方、変わるものということでキューバ。「なぜ君
たちはアルマーニのＴシャツを着ているんだ」と（笑）。資

　午後の初めは、パネリスト大西みつぐ氏、HARUKI
氏、熊切大輔氏の各氏による写真講評を行った。事前に
申し込んだなかから選ばれた 16 点の写真愛好家作品
がステージ上で順次投影され、客席前列に控えた講評
応募者と対話を交えながら進行した。限られた時間内
で 1枚 1枚丁寧に講評され、応募者、聴講参加者とも充
実した講評会となった。
　各休憩時間には協賛会社の動画によるスクリーン広
告を上映、ロビーでは『アサヒカメラ』最新号の販売コー
ナーが設けられた。最後に松本徳彦副会長による閉会
挨拶と JPSについての案内があり、盛況のなかフォト
フォーラムは閉会した。

（記／篠藤ゆり［講演、パネル
ディスカッション］、出版広報
委員：小野吉彦［概要、イベン
ト］、撮影／今井孝弘）

本主義を否
定していた
はずなのに、
彼らは今そ
ちらに流れ
ている。
熊切　渋谷
の公園通り
で PARCO
の工事をし
ていて、工
事現場の壁に大友克洋のマンガ「AKIRA」が描かれて
いる。このマンガは 2020 年が舞台です。工事現場は一
時期のものなので、変化する途中の東京を表現できるの
ではないか。
佐々木　最後に何かひとことありますか？
大西　「撮るべき、時代。」というテーマは、言葉を変える
と、「立ち会うべき、時代。」ではないか、と。撮るからに
は、現在に立ち会っているという自覚のもと、過去から
つながる現在、そして未来に、カメラのレンズを活かす
べきではないかと思います。
HARUKI　僕は、スナップはただ撮るのではなく、自分
の中でストーリーを作って撮っています。皆さんも、そ
ういうことをしたら面白いのではないかと思います。

「刹那　東京で」より　（2018年）
撮影：熊切大輔

フォトフォーラム協賛：‌�エプソン販売（株）、オリンパス（株）、キヤノンマーケティングジャパン（株）、（株）シグマ、（株）
タムロン、（株）ニコンイメージングジャパン、富士フイルムイメージングシステムズ（株）（7 社 
50 音順 )

閉会挨拶を述べる松本徳彦副会長ロビーでの販売コーナー

スクリーンに投影しての写真講評会

パネリストによる写真講評会
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Comment

写　真　解　説

クリスマスシーズンのハンガリー、ブダペストで撮影。無数
の LED（発光ダイオード）を散りばめたトラム（路面電車）に出
会い、それをより効果的に見せたいと思いこの撮影を発案。停
留所に止まった瞬間から露光開始。乗降中もシャッターは開
けたままで、ドアが閉まり発車して目の前を通過した瞬間に
シャッターを閉じる。余談だが、この時は三脚は持参しておら
ず停留所のゴミ箱にカメラを固定して撮影した。

（写真展「Christmas Train きらめく街へ」 写真集『Christmas 
Train』）

Illumination Train（表紙写真） �  大鶴倫宣

中国地方の最高峰大山（鳥取県 1,729 ｍ）。南北両面は荒々
しい崩壊壁をなすが、西側は「伯耆富士」の名のトロイデが優
美に裾を引く。見る方向で印象が大きく異なる山である。

大山に通い始めて随分となる。四季を通じてその多彩な表
情には目を見張るものがあるが、ブナの新緑や花やチョウな
ど、春はこの山がひときわ光り輝く季節である。山裾に広がる
畑の傍らでひっそりと満開を迎えた一本桜。雪の大山とつむ
ぐ季節の妙の一枚である。

山麓の春 �  武並完治

本業の役者たちで演ずる本歌舞伎に対して素人役者たちに
よって演じられる地方に根づいた歌舞伎を岐阜では「地歌舞
伎」と呼称されている。日本全国にある地芝居の保存会のうち
岐阜県は全国最多の 32 団体があり、日本一を誇る。2016 年「地
歌舞伎」取材に岐阜を訪れた際、地方役者の熱演で大いにわく
芝居小屋や舞台裏を通じて親子代々に渡って郷土芸能を継承
する人たち、風土に魅せられて以来通いつづけている。

岐阜地歌舞伎・楽屋にて �  林　義勝

この写真は、月光に浮かび上がる弁財天島です。撮影場所
は今治市小浦町で、造船所の拠点となっている波止浜湾の入
り口にあります。糸山から海岸に下りる釣り人が通る道があ
り、その途中からアングルのいい位置を狙います。月は一日天
気が悪いと次の日は時間及び位置は大幅にずれるので、写真
を写すのに何年もかかる時もあります。フィルムは RVP50、ペ
ンタックス 67Ⅱ、300㎜で F5.6、2 分前後で何枚も写しました。

（写真集『海の時刻』）

月光の弁財天島（表４写真） �  武下　巧

テルフォード・エッフェルを題材に橋を撮り歩く。
その中で出会った数少ない世界遺産に登録されている橋。
運河用の細長い船（ナローボート）が、観光客を乗せ橋を渡る。
何回も行き来する姿を撮り続けていると、
雨が降ってきた。橋を渡る人は居なくなり、私だけが
世界遺産の橋を独占できた。
横を船が通りすぎた瞬間、
ふと船長は私に手をふった。私はシャッター音で答えた。

Pontcysyllte Aqueduct �  近藤太智

ができた年末の恒例行事であったが、今では珍しくなってい
る。この地区で最後に舞を奉納する家はまだ茅葺の残った家
であり趣がある。その庭で行われる舞は各家庭で行われる舞
よりも時間が長く、かつ優雅な舞であり、年々見学者・撮影者
も多くなっているが、毎年楽しんで撮影させていただいている。

毎年、年が押し詰まるとやって来る伊勢太神楽。各家々を訪
問し舞を奉納する。昔は丹波篠山市でもあちこちで見ること

年の暮れ �  山本治之

朝鮮民主主義人民共和国の地方都市・咸興（ハムン）市に、
日本人の親睦団体「咸興にじの会」がある。会長は、戦前から
朝鮮半島で暮らす荒井琉璃子さん（前列中央）だ。他の女性た
ちは 1959 年に始まった在日朝鮮人の帰国事業で、夫と共に渡
った日本人妻である。中本愛子さん（前列左）は、私の取材で音
信不通だった肉親と連絡がとれ、訪ねて来た妹と 58 年ぶりの
再会を果たした。誰もが、日本へ里帰りして両親の墓参りをし
たいと望むが、最悪な日朝関係がそれを拒んでいる。

在朝日本人 �  伊藤孝司

川辺川ダムに沈むとされた熊本県五木村の水没予定地に、
ただ１軒残り、昔ながらの暮らしを続けていた尾方さん夫妻を
2002 年から足かけ 16 年追い続けた。これまでと変わらぬ暮ら
しを続けたい、というささやかな願いを持って尾方さんは移転
を拒み続けた。ダム計画は 2009 年に中止になったが、暮らしを
一変させる国の政策に非情を感じ、誰もいなくなった水没予定
地で、淡々と生きる夫妻の姿を伝えようと撮影を続けた。

ダム水没予定地に暮らす尾方さん夫妻 �  小林正明

元アマボクシング選手達の今を訊ね 2 年で約 200 か所以上
を取材。その一人竹原さんは、高校時代県大会以外出場すらで
きなかった。卒業後ミュージシャンへの夢を持つも、親の勧め
で已む無く大学へ進学。そこには鬼先輩らが待っていた。「毎日
ボッコボコにしごかれたあの頃を思い出せば歌っていてキツ
イなあと思う時もどうって事ないですね」。全日本選手権へ出
場するまでになる。そんな過酷な辛い苦しみは時を経て音楽と
なり、全国各地で多くのファンを魅了し続けている。

「今」を生きるアマチュアボクサー達の肖像・竹原ピストル �  高尾啓介
◆ JPS ギャラリー

北陸地方の主要都市である金沢も歴史的な多くの文化遺
産があり、大勢の観光客が季節を問わず訪れる。有名な兼六
園の近くにある金沢 21 世紀美術館にも若い人たちが多く立
ち寄ります。プールの下に人がいるレアンドロのプールやラ
ビットチェア、そしてこの“まる”など SNS で人気の造形物が
若い人たちを惹きつけるでしょう。寒い冬の日にも関わらず
レンタル着物で観光をして歩きインスタ映えする場所で記念
写真、これが新しい旅行の形を作り始めている気がします。

インスタ映えを求めて �  服部辰美

梅雨末期の夕暮れ、雨が上がったアジサイの丘は青く沈ん
だ暮色に溶け込もうとしていた。花も空も一体となって、その
時を待っている。

日中見れば何の変哲もない風景でも時が移ろうにつれて全
てが色あせ、宵闇にのみ込まれて行く刹那を表現しようと試
みた。ローコントラストの上に、ほぼ単一色。

撮影条件としては難しい時間帯だったが、何とかその場の
雰囲気は再現できたように思う。

Twilight �  細田満夫
◆ FUJIFILM Ｘギャラリー
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第 45 回「日本写真家協会賞」贈呈式　
　　　受賞者：「日本写真文化協会ポートレートギャラリー」
第 15 回「名取洋之助写真賞」授賞式
　　　受賞者：和田拓海「SHIPYARD～翼の折れた天使たち」
　　　　　　　藤本いきる（奨励賞）「おじりなりてぃ」
第 3 回  「笹本恒子写真賞」授賞式
　　　受賞者：吉永友愛 　　　� 2019 年 12月 11日（水）　於：アルカディア市ヶ谷

第 45 回「日本写真家協会賞」贈呈式、および第 15 回
「名取洋之助写真賞」授賞式、第 3回「笹本恒子賞」授賞
式が、2019 年 12 月 11 日、東京・市ヶ谷の「アルカディ
ア市ヶ谷」にて、受賞者、来賓、当協会の賛助会員、およ
び会員参加のもとで、盛大に開催された。すべての会の
終了後には、同会場で会員相互祝賀会も開催され、これ
は例年どおりの催しとなったが、今年も多数の参加を
得て、大きな盛り上がりを見せている。
日本写真家協会賞は「写真技術に関する発見、発明、
開発において顕著な功績、あるいは貢献、寄与が認めら
れる個人または団体に対し贈られる」賞で、今回は日本
写真文化協会「ポートレートギャラリー」に、名取洋之
助写真賞は「新進写真家の発掘と活動を奨励する」ため
に 35 歳までの写真家を対象とした賞で、今回は和田拓
海さんと、同賞の奨励賞が藤本いきるさんに、笹本恒子
賞は「時代を捉える先鋭な眼と社会に向けてのヒュー
マニズムな眼差しに支えられた写真群を顕彰するた
め」に設けられた賞で、今回は吉永友愛さんに、それぞ
れの賞が贈られている。
式の冒頭ではまず野町和嘉当会会長から挨拶があ
り、併せて当会の名誉会員である田沼武能さんが、写真
家としては初めて文化勲章を受章されたことも紹介さ
れた。この時には会場から大きな拍手が起こっている。
続いて来賓の代表として文化庁・坪田知広参事官か
らの挨拶があり、坪田さんからは「写真の持つ力や、変
わらぬその魅力を、皆さまの優れた作品や言葉を通じ
て、より多くの方々にお伝え頂けることを願っており
ます」との言葉を頂いた。

「日本写真家協会賞」贈呈式
2019 年度の「第 45 回日本写真家協会賞」は一般社団

法人日本写真文化協会「ポートレートギャラリー」に贈
られた。まず、当会の野町会長から日本写真文化協会の
会長、田中秀幸さんに表彰状と記念の盾が贈られ、野町
会長は表彰状の授与に際して「日本写真文化協会は平
成 30 年に発足 70 周年を迎えましたが、この 70 年の間
に、営業写真館の発展のために数々の事業を展開され、
ポートレートギャラリーは数多くの写真家、写真愛好
家から憧れの展示会場となり、幾多の写真を世に送り
出してきました」と授賞理由を改めて紹介。記念撮影に
続き、田中さんからは「これまでの 44 回の受賞者さん
の皆さまのお名前を見ますと、私どもが受賞して良い
のかなという気持ちにもなり、大変に光栄なことだと
感じております。私どものギャラリーでは年間に 50 回
ほどの写真展を開催させて頂いておりますが、作品を
出展なさる写真家の方々は、ほとんどが日本写真家の
会員の方か、あるいは会員の方に教えを乞うた写真家
の方々です。そういう意味では、私どもにとても縁のあ

受賞者の田中秀幸氏によ
る受賞者挨拶

野町会長より受賞者へ表彰状と記念の盾
が贈られた

野町和嘉 JPS 会長による開会の挨拶によ
り式典が開始された

文化庁参事官坪田知広氏
の来賓挨拶

「日本写真家協会賞」贈呈 記念写真
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Convention

松本副会長より受賞者へ表彰状と記
念の盾が贈られた

「名取洋之助写真賞」授賞式　会場風
景

「名取賞」受賞者の和田拓
海さんによる受賞スピーチ

選考委員・飯沢耕太郎さんによる
選考過程の説明と講評

る賞であると感じています。今後ともご指導のほど、よ
ろしくお願いします」との挨拶を頂いた。挨拶の最後に
は、「ポートレートギャラリー」という名前の名づけ親
が当会の松本徳彦副会長であるという秘話も披露さ
れ、会場を和ませるエピソードとなった。

「名取洋之助写真賞」授賞式
「第 45 回日本写真家協会賞」の授賞式に続いて、第
15 回「名取洋之助写真賞」贈呈式の授賞式が行われた。
「名取洋之助写真賞」は、新進写真家の発掘と活動を奨
励する」ために 35 歳までの写真家を対象とした賞で、
今回は和田拓海さんの「SHIPYARD～翼の折れた天
使たち」が受賞作となり、同賞の奨励賞に藤本いきる氏
さんの「おじりなりてぃ」が選出されている。
和田さんの作品は、バングラディシュのダッカにあ
る船舶解体工場で働く子供たちの姿を捉えたもので、
雑然とした工場の片隅で働く子供たちの純真な表情が
印象的な作品群だ。審査員を務めた写真評論家の飯沢
耕太郎さんは「歴代の受賞作の中でも完成度が高い」
と、この作品を評価している。
和田拓海さんは受賞の喜びを「この作品を撮り始め
た時は、ごく一般的なトキュメンタリ―作品を撮るつ
もりでおりました。しかし、何度か撮影を続けているう
ちに、児童労働の問題があることに気が付き、写真の力
で何とかこの状況を打開できないかと考えるようにな
りました。今回の受賞で、自分にも責任があるのだとい
うことを感じるようになりました。また新たな気持ち
で活動を続けていければと考えています」と語った。そ
して「これからもご支援、ご期待のほどをお願いしま
す」と挨拶を締めくくった。
社会のひずみがさまざまな形で露呈するようになっ
た現代という時代に、私たちが直面し、回答を迫られて
いる問題は多い。児童労働の問題も、まさにその一つだ
ろう。それでも和田さんは「それぞれの立場にある人が
協力し合えば、決して解決できない問題はない」と語
る。「これからも、一人でも多くの人に写真を通して伝
えられるように精進して参ります」というメッセージ
も寄せられ、私たちをも励ましてくれた。
そして、「名取洋之助写真賞奨励賞」を受賞した藤本
いきるさんの作品は、定年退職後に癌を患いながらも
ひたむきに生き続ける男性をテーマにした作品であ

る。作品のタイトルは誤植ではなく、作品の主人公とな
った男性・青木昭さんが、オリジナリティという言葉
を言い間違えたことから生まれたという。撮影現場の
雰囲気が伝わってくるような、微笑ましいエピソード
であるが、作品 1枚 1枚が深いメッセージ性を湛え、飯
沢耕太郎さんは「『切実さ』という点では群を抜いた作
品。一枚一枚の写真に説得力がある」とこの作品を評価
している。
藤本さんからはメッセージが届けられ、「幾多の御苦

労を乗り越えて精一杯生きた青木さんの人生を紹介し
て頂けたと、ありがたく感じております。私の下手な腕
前を長きにわたって受け入れてくれた青木さんを始
め、作品を高く評価して頂いた皆さまに御礼申し上げ
ます」という言葉が会場内にアナウンスされている。
「青木さんを元気にしたい気持ちで撮影していたつ
もりでしたが、人生は突然の連続。どんなに苦しくて
も、この世界は捨てたものじゃないと、私のほうが元気
づけられた 10 年間でした」と、撮影が続けられた日々
を振り返っている。
「名取洋之助写真賞」、「名取洋之助写真賞奨励賞」に
選出された 2つの作品は、どちらも強い社会性を備え
た作品で、人が人として生き続けることの意味ばかり
でなく、現代という時代において、写真というメディア
がなすべき役割とは何なのかを問いかけてくる。その
意味からもこの 2作品は、受賞にふさわしいものと言
えよう。
最後に受賞者、来賓、審査員を含めての記念撮影が行

われ、授賞式が締めくくられた。

「名取洋之助写真賞」授賞 記念写真
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「笹本恒子写真賞」授賞式
続いて第 3回笹本恒子写真賞の授賞式が行われ、受
賞作「キリシタンの里 - 祈りの外海」を撮影した吉永友
愛さんに、山口勝廣専務理事から表彰状と副賞が授与
されたのに続き、選考委員を務めた大石芳野さんから、
選考理由、講評が述べられている。
受賞理由では、「キリシタンの里 - 祈りの外海」は、長
崎県の外海地区で暮らすキリシタンの暮らしを 35 年
以上にわたり撮影し続けた作品で、「徳川幕府によるキ
リスト教徒の迫害、弾圧が 260 年も続いた外海の教徒
たちは、迫害を逃れて山中に立て篭もり、信仰を守り続
けてきた。その集落に住む末裔の敬虔な信徒たちの日
常を、素朴な視線できめ細かく記録し、信仰の奥深さを
丁寧に表現した力作に対して」というもので、一連の作
品には、質素な暮らしを続けながらも、自らが築きあげ
てきた文化を大切に守り続ける人々の姿が、長崎の豊
かな自然、あるいは昔ながらの建築物などを背景にし
て描かれ、見る者に人が生きてゆくことの意義を問い
かけてくる。
講評に続いて、受賞者の吉永友愛さんが壇上に上が
って受賞の挨拶をした。吉永さんが受賞作となった一
連の作品の撮影を始めたのは 1979 年のことであった
という。最初は写真撮影の仲間と風景写真を撮影する
ために長崎県北部の山村に出かけ、そこで偶然に昔の
「隠れキリシタン」の生活に出会った。そこに住まう
人々の暮らしが、部屋の中にマリア像を飾り、あるいは
墓標にしても日本で多く見られるものとは形が大きく
異なっているなど、仏教に根差した生活様式を守る一
般的な日本人のものとはいたる所で大きな違いがある
ことに吉永さんは衝撃を受け、外海地区での撮影を続
けるようになった。何日も繰り返して撮影を続けてい
るうちに、地元の人とも理解し合えるようになり、撮影
される写真がより意義深いものになっていったと、受
賞の喜びと、撮影の裏話を打ち明けてくれた。
一つのテーマを長い間追い続けることの重要性は、
フォトグラファーであれば誰もが理解できることだ
が、それを本当に実行するには強い精神力が要求され
る。何気ない出来事から始められた撮影が大きな成果
へと結びついた鍵となったのは、クリエイターの作品
にかける意志と、たゆまない知的好奇心であったこと
が示唆されたような、吉永さんのスピーチとなった。

続いて笹本恒子名誉会員から寄せられたスピーチが
ご家族の野村エミ子さんの代読によって披露された。
スピーチは別掲したとおりで、笹本さん自身も今回の
授賞式への出席を望まれていたものの、体調も見極め
た上で大事を取られたとのこと。それでも、105 歳とい
う年齢になっても撮影への情熱を失わない笹本さんの
言葉が、会場を訪れた全員に勇気を与えたように見受
けられた。
最後は来賓も受賞者と共に壇上に上がっての記念撮

影が行われ、第 3回笹本恒子写真賞授賞式は無事終了
した。

山口勝廣専務理事より受賞者へ表
彰状と記念の盾が贈られた

笹本恒子さんのメッセージを代読する
姪の野村エミ子さん

「笹本恒子写真賞」受賞の吉永
友愛氏によるスピーチ

選考委員・大石芳野さんによる選
考理由の説明と講評

受賞者や関係者を交えた授賞式記念写真

第 3 回「笹本恒子写真賞」授賞式に寄せて
名誉会員・笹本恒子

　皆さんこんばんは。残念ですが今年も欠席とさせていた
だきます。少し前に定期的に診ていただいている主治医に
今日のことを話したところ「夜の会合はダメ！」と言われて
しまいました。
　私は９月１日無事に105 歳の誕生日を迎えました。記憶
力の衰えをのぞけば体調はまずまずだったので、「今回
は！」と張り切ってカレンダーに印をつけていたのですが
大変残念です。先日かつて通った小学校より創立100年祭
に来て欲しいと招待をうけました。参加した大人の大部分
は私の孫の世代。しかし自分もこの卒業生の一人なのだと
思ったら年甲斐もなく胸が少し熱くなりました。105歳とい
えどもまだ体のどこかに若い頃の血潮が残っているようで
す。来年もまた新しい誕生日を迎えられるよう頑張ってみ
ようと思っています。また１年、皆さまと一緒にそれぞれの
目標に向かって頑張りたいですね。
　寒い季節、皆さま体調にはくれぐれも気をつけて下さい。

（代読・野村エミ子　抜粋）
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真談義に花を咲かせることができるのは、同じ道を志
したもの同士だけが味わうことができる大きな愉しみ
だろう。そして各自が知り得た情報を交換することが、
自らの研鑽に繋がるに違いない。

歓談の最中には、これも恒例となった餅つきが行わ
れて、野町和嘉会長らによるつきたての餅が振る舞わ
れ、さらに会の後半では、これも恒例となった福引が行
われて、「カメラ雑誌 1 年分」「好きな交換レンズを１
本」「最新技術によって印刷されたカレンダー」など、い
かにも写真業界の人間が集う会らしい、手にすること
に大きな喜びのある景品が数多く配られている。

会の最後には、髙村達写真展事業担当理事によって
第 45 回 JPS 展の開催がアナウンスされ、山口勝廣専
務理事の閉会の辞で会が締めくくられた。遠来の会員
も多く、参加することに存分な意義のある祝賀会は、こ
うして予定通り 19 時 30 分に終了した。
（贈呈式・授与式共に記／出版広報委員：池口英司）

　　　　　　　　撮影／出版広報委員：桃井一至）

2019 年度の日本写真家協会会員相互祝賀会は、第 44
回「日本写真家協会賞」贈呈式などに引き続き、同日 18
時から、同会場アルカディア市ヶ谷で開催された。例
年、大きな盛り上がりを見せ、会員相互の意見交換の場
ともなっている祝賀会だが、今回も多くの会員の参加
を得たことで、有意義な会となった。

会の冒頭では松本徳彦副会長の挨拶、続いて来賓の
櫻井龍子日本カメラ財団理事長からのご挨拶を頂き、
新たに名誉会員となられた熊切圭介さんへ金バッジの
贈呈が行われた。日本写真家協会の前会長として多方
面で活躍を続けてきた熊切さんの登壇には、一層大き
な拍手が贈られている。

乾杯のご発声は、賛助会員の西村亨富士フイルムイ
メージング代表取締役社長から頂いた。写真界への期
待を込めた簡潔だが的を得た西村さんの言葉にも会員
の誰もが、意を新たにしたように見受けられた。

そして歓談の時間は、例年の通り、和やかなひと時と
なった。久々の再会を喜び、年齢などの垣根を越えて写

新名誉会員の熊切前会長と記念写真 受賞者と野町会長による恒例の餅つき

祝賀会会場での来賓の方々 恒例の福引抽選会では豪華景品が多数提供された 2020JPS 展のアピール

会員相互祝賀会の記念撮影（撮影／磯村浩一）

2019 年に受賞、出版、写真展等で活躍された会員

日本カメラ財団理事長 櫻井
龍子様による来賓祝辞

富士フイルムイメージングシステ
ムズ 西村亨様による乾杯の発声

2019 年度会員相互祝賀会� 2019 年 12月 11日（水）　於：アルカディア市ヶ谷

写真関係者が一堂にそろい「受賞・出版・写真展」などで活躍された会員を相互祝福
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◆特別賞受賞

日本製鉄音楽賞
は、フレッシュア
ーティスト賞とし
て、将来を期待さ
れる優れたアーテ
ィストを対象とし
た賞。選考方針と
しては、技術のみ
にかたよらず、音
楽性、将来性を重
視し、広い範囲か
ら選出。その年の
最優秀者を決定
し、賞を贈られる。
特別賞は、クラ

シック音楽をベー
スにした活動を行
っている個人を対
象とした賞で演奏

「日本製鉄音楽賞」とは、1990 年に新日本製鐵（現・日本製鉄）の創立 20周年と「新日鉄コンサート」放送
35周年を記念して新日鉄音楽賞として設けられ、クラシック音楽の関係者を対象としている。フレッシュア
ーティスト賞はクラシック音楽の新人演奏家に贈られ、特別賞は「クラシック音楽をベースにした活動を行
っている個人」を対象として贈られる賞であり、この賞を通して日本の音楽文化の発展と将来を期待される
音楽家の方々の一層の活躍を支援することを目的としています。2012 年度より、旧新日本製鐵と旧住友金
属工業が合併し、新日鐵住金が発足したことで（2012 年 10月 1日付）、同賞も「新日鉄住金音楽賞」と改称さ
れた。さらに 2019 年 4月の社名変更で「日本製鉄音楽賞」に改称された。
第 29回（2019 年 3月）にこの賞の特別賞を受賞された JPS会員の林喜代種さんにお話をお聞きした。

で簡単に日常を撮る時代。そもそもカメラもフイルム
からデジタル化となって久しく、機能の進化も驚異的
なレヴェル。そういう時代だからこそ撮り手の情熱は
必要不可欠で、林さんの写真から感じる熱量は音楽の
現場そのもの。長きに亘って撮って来られた“瞬間”は、
楽壇史であり、時に言葉以上の力を持つ。
（上田弘子選考委員）

◆音楽分野の賞を写真家が受賞

「日本製鉄音楽賞」は、音楽家に焦点を当てた賞なん
です。その中で特別賞として写真家である私が賞をい
ただけると聞いた時は、びっくりしました。私は、写真
家であり音楽家では無いのですが大丈夫でしょうか？
と聞き返しました。
音楽の表舞台の中ではなく、裏方の存在に目を向け

てくれたのは本当に嬉しかったです。特別賞も今まで
の多くは、演奏家でない音楽関係の方が多く、写真に目
を向けてくれたのは、第 18 回の木之下晃さんに次いで
2度目の受賞という事もありがたい事だと思います。

1990 年　レナード・バーンスタイン指揮者・作曲家「７月PMF
国際音楽祭」　撮影・林喜代種

第 29 回「日本製鉄音楽賞」特別賞

舞台写真家 林喜代種さんが受賞

家に限定せず、幅広いジャンルのなかから、音楽文化の
発展に大きな貢献を果たした方に対して、賞を贈られる。
これまでに受賞されている方々は、ソプラノ歌手、
ステージマネージャー、ピアノ調律師、音楽プロデュー
サー、音響設計者、演出家、写真家など多岐にわたって
いる。第 29 回特別賞受賞の林喜代種さんは、第 18 回特
別賞受賞の木之下晃さんに続く 2人目の写真家として
の受賞になる。
今回、林喜代種さん受賞の経緯として日本製鉄音楽
賞では、以下のようにコメントを出している。
特別賞　林喜代種　（舞台写真家）
今や誰もがスマートフォン（カメラ付き携帯電話）

特別賞、賞状を前にする林喜代種さん。
（写真提供・林喜代種）
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Challenge

私は最初からクラシック音楽の撮影をしていたわけ
ではなく、報道写真の勉強で東松照明さんのゼミに所
属していました。音楽の撮影を始めたのはたまたま音
楽の撮影依頼がきた事から始まりました。
最初は、ポピュラー音楽や JAZZ や民族音楽の撮影
が主な仕事でした。音楽雑誌が中心の撮影で、1980 年
初頭からクラシックを扱う雑誌の仕事が多くなってき
て、これまでに１万人以上の音楽家の舞台撮影をさせ
ていただきました。その経験もあり、信頼していただけ
る音楽家の方たちとも多く知りあえてありがたく思い
ます。

◆写真の撮り方の変化

今まで撮影してきた中で音楽家の手の動きなどを見
ながらシャッターを押していた自分がいました。例え
ば指揮者の指揮棒の振りがかっこよく見える場面を注
意しながら撮っていたんですが、ある時から私は人を
撮っているんだと思い、音楽家の決めポーズ的な写真
よりその場の雰囲気で出てくる音楽家の表情を撮るよ
うになりました。
自分は可能であれば、音楽家に近寄って撮りたいと
いう意識があります。例えば、その場の息遣いの感じら
れる距離感などを大事にしたいと思っています。毎
回必ずそういった事ができるわけではありませんが、

1993 年　エルンスト・ヘフリガー T＆オーレル・ニコレ f l「８
月草津国際音楽祭」　撮影・林喜代種

その距離感というのが大事だと感じています。

◆撮影時のこだわり

ストロボなどを使い綺麗にライティングされた写真
をよく見ると思います。でも私はストロボを使わない
んです。その場の雰囲気を大事にして撮りたいんです。
よく私の写真は暗いと言われます。でも、無理に明るく
してもその人らしさが出てこないと思っています。シ
ャッターを切るとすぐに写真を確認するカメラマンが
多いと思います。私はあまり画面の確認をしません。ブ
レたりピントが甘くなったりする事もありますが、そ
の時の味だと思っています。フィルム時代からの癖も
あるのか、撮ってる時は画面確認する時間があるなら
相手を見る事を大切にしたいと思っています。

� （取材・撮影／出版広報委員：川上卓也）

1983 年　武満徹作曲家「東西の地平音楽祭」　撮影・林喜代種

林喜代種（はやし・きよたね）
大分県出身。大学卒業後に
多摩芸術学園写真科に入学
して写真を学ぶ。1971 年に
カメラマンとして仕事を始
める。『新譜ジャーナル』『深
夜放送ファン』『音楽専科』等
でフォーク、ロックの舞台撮
影でディープ・パープル、デ
ヴィット・ボウイ、ザ・フー
などの撮影を行う 1974 年にギター雑誌『ギター・ミ
ュージック』ではじめてクラッシックの撮影を始め
る。その後海外への取材も増え、国内では 1980 年に行
われた第 1回草津夏季音楽アカデミー＆フェスティ
バルに参加。以後毎回撮影を担当して 2019 年には 40
回目の撮影を行っている。1980 年初頭よりクラッシ
ック中心の舞台撮影家となり、今に至る。JPS 会員。
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▲賛助会員トピックス

キヤノン

デジタル一眼レフカメラのフラッグ 
シップ機「EOS-1D X Mark III」を 
発売。キーデバイス一新により最高約
20 コマ / 秒の高速連写と高精度 AF
を実現

　「EOS-1D X Mark III」は、キヤノンにおける
最先端技術や最高クラスの性能を備えたフラッ
グシップモデルのデジタル一眼レフカメラで
す。プロフォトグラファーはもちろん、動画も撮
影するプロフェッショナルのニーズに応えるべ
く、高画質や高速連写、快適な操作性を高い次
元で実現しています。

・新開発のフルサイズ CMOS センサ
ー・映像エンジン「DIGIC X（エック
ス）」・AF センサーを搭載
　新開発の有効画素数約 2010 万画素
フルサイズ CMOS センサーと、新映
像エンジン「DIGIC X」や AF 専用の
センサーなど、キーデバイスを一新し、
基本性能が大幅に向上しています。こ
れにより、AF・AE（自動露出制御）を
追従させながら、光学ファインダー撮
影において最高約 16 コマ ⁄ 秒、ライブ
ビュー撮影において最高約 20 コマ ⁄
秒の高速連写を達成しています。また、
新たに開発した AF センサー「High-
res AF センサー」を搭載し、最大 191
点（クロス測距点最大 155 点）の測距
点から得られる高解像な信号を解析す
ることで、光学ファインダー撮影時に
高い合焦精度を実現しています。
・優れた動画性能
　4K ⁄ 60P の高精細で滑らかな動画
撮影に加え、YCbCr 4：2：2 ⁄ 10bit ⁄ 
Canon Log に対応しており、階調と色
彩の再現性に優れた動画を内部記録す
ることができます。
・プロのニーズに対応した通信機能と
操作性
　有線 LAN 機能や新製品の“ワイヤレ
スファイルトランスミッター WFT-
E9B”（別売り）を用いて、高速で安定し
た画像転送が可能です。また、カメラ本

体の外装部品に新構造を採用し、従来
機種「EOS-1D X Mark II」（2016 年 4
月発売）より約 90g 軽量化した質量約
1,440g を達成しています。さらに、
CFexpress 用のダブルスロットを搭
載しています。CFexpress カードの採
用により、書き込み速度の向上と
RAW+JPEG でも余裕ある連続撮影
可能枚数を実現しています。

【問い合わせ先】
キヤノンマーケティングジャパン株式会社
キヤノンお客様相談センター
TEL：050-555-90002
https://canon.jp

シグマ

世界最小・最軽量、フルサイズイメー
ジセンサー搭載のミラーレス一眼カメ
ラ SIGMA fp 発売

　SIGMA fp はフルサイズミラーレス
カメラとして、世界最小・最軽量。裏面
照射型の 35mm フルサイズ・有効
2460 万ベイヤーセンサーを採用し、高
画質な撮影が可能です。堅牢性と熱伝
導率の高さから前後カバーにアルミニ
ウム合金を採用するとともに、本機の
特徴にもなっているヒートシンク構造
体、防塵防滴構造実現のため 42 ヶ所に
シーリングを施すなど、あらゆる環境
下での長時間使用に配慮した仕様にな
っています。小さなボディと高い適応
性で、使うシーンに制約なくフルサイ
ズ画質を楽しむことができます。
　「いつでもどこでも、撮りたい時に撮
れること」というコンセプト実現のた
めにメカシャッターレス構造を採用し
たことで、優れた静粛性を実現。限りな
く無音に近い撮影が可能なため、これ
までの一眼カメラではシャッター音が
はばかられ撮影が難しかった場面で
も、気兼ねなく撮影することができま
す。また、18 コマ / 秒での高速撮影で
もシャッターショックは一切ないた
め、微細なブレまで排除した撮影が行
えます。
　加えて、連続的な作動によって性能
変化が起きてしまう機械式シャッター
がないことで、カメラ自体の信頼性も
向上しています。
　マウントにはショートフランジバッ
ク、大口径、高耐久性を特徴とする L

マウントを採用。交換レンズにはシグ
マの豊富なレンズ製品が選択できる
ことに加え、ライカカメラ社、パナソ
ニック株式会社との L マウントアラ
イアンスにより、他社のレンズ製品も
撮影システムに組み込むことができ
ま す。 さ ら に、SIGMA MOUNT 
CONVERTER MC-21 を使用すること
で、SIGMA SA マウント、SIGMA 製キ
ヤノン EF マウントのレンズも利用で
き、レンズ資産も有効に活用すること
ができます。
　Still モード（静止画）と Cine モード

（動画）がスイッチひとつで瞬時に切り
替え可能。各モードには専用に設計さ
れた操作系と画面が表示されているの
で、ストレスなくそれぞれの撮影に集
中することができます。
SIGMA fp
価格：オープン

【問い合わせ先】
株式会社シグマ　
担当：マーケティング部　桑山輝明
電話：044-989-7432
メール：pr@sigma-photo.co.jp
製品情報
https://www.sigma-global.com/jp/
cameras/fp-series/

ニコン

デジタル一眼レフカメラ D780、望遠
ズ ー ム レ ン ズ AF-S NIKKOR 120-
300mm f/2.8E FL ED SR VR、Z 
マウント望遠ズームレンズ NIKKOR 
Z 70-200mm f/2.8 VR S を発売

　D780 は、像面位相差 AF を採用し
ライブビュー撮影時の AF 性能が飛躍
的進化しました。光学ファインダー撮影時
には、51 点 AF システム・D5 をベースに
D780 に最適化した AF アルゴリズム・最
高約 7 コマ / 秒の高速連続撮影などで
快適な動体撮影を実現します。一眼レ
フカメラとミラーレスカメラのそれぞ
れ優れた部分を備えたデジタル一眼レ
フカメラです。1 月 24 日発売。
　AF-S 120-300mm f/2.8E FL ED 
SR VR は、ズーム全域で優れた光学性
能・高い手ブレ補正効果・AF 性能で、
特にスポーツシーンでの撮影に最適で
す。2 月発売予定。
　NIKKOR Z 70-200mm f/2.8 VR S
は、約 5.5 段の手ブレ補正効果・開放
でも周辺まで高い解像力・70mm で
の最短撮影距離 0.5m など、Z マウン
トレンズならではの高い性能を備えて
います。発売予定日未定。
　また、今回発売のレンズ 2 本には、青
より波長が短い光を大きく屈折させる
特性の SR レンズ（新開発）を採用し、高
精度な色収差補正を実現しています。
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【問い合わせ先】
株式会社ニコンイメージングジャパン
ニコンカスタマーサポートセンター ナビ
ダイヤル
TEL： 0570-02-8000
https://www.nikon-image.com

凸版印刷

「世界のブックデザイン 2018-19」 
2020 年３月 29 日（日）まで開催中

　印刷博物館 P&P ギャラリーでは、
「世界のブックデザイン 2018-19」展を
開催中。
　2019 年 3 月に発表された「世界で 
最も美しい本コンクール」の入選図書
11 点に、日本をはじめ、ドイツ、オラン
ダ、スイス、オーストリア、カナダ、中国
7 カ国のコンクール入選図書を加えた
およそ 170 点を展示しています。会場
では、各国のコンクール受賞作を実際
に手に取って確かめ、世界最高峰のブ
ックデザインと造本技術を楽しんでい
ただくことができます。
　また 2019 年は日本とオーストリア
が国交を樹立して 150 周年にあたり、
これまでの受賞図書のなかから厳選し
た 20 点のオーストリアの本を紹介し
ています。

【開催概要】　　　　　
会場：印刷博物館 P&P ギャラリー　
入場料：無料

開館時間：10：00 〜 18：00
休館日：毎週月曜日（2月24日は開館）、
2 月 25 日（火）
アクセス：東京メトロ「江戸川橋駅」よ
り徒歩 8 分、JR、東京メトロ、都営地下
鉄「飯田橋駅」より徒歩 13 分、東京メト
ロ「後楽園駅」より徒歩 10 分

【問い合わせ先】
印刷博物館
東京都文京区水道 1 丁目 3 番 3 号
トッパン小石川ビル
TEL：03-5840-2300（代表）
https://www.printing-museum.org/

ケンコー・トキナー

トキナー atx-m 85mm F1.8 FE

　ケンコー･トキナーでは、トキナーレン
ズの新製品「atx-m 85mm F1.8 FE」を 2

月7日（金）に発売いたしました。ソニー
E マウントのフルサイズに対応するレン
ズで、メーカー希望小売価格（税別）
56,000 円とお手頃価格を実現しながら
も、優れた描写性能や高品位な外装を実
現したレンズです。特に 85mmF1.8とい
うスペックから、高いコントラストときれ
いな丸ボケを実現。フィルターサイズを
72mmと大口径に設定することで、画面
の隅まで口径食が少ないボケとしていま
す。レンズ前面にはトキナー独自の WR

（Water Repeelent）コートを採用し、ホ
コリや水滴、指紋などがつきにくいよう
配慮。
　AF 駆動のモーターには、駆動音が静
かなステッピングモーターを採用するこ
とで、静かで早い AFを実現しました。外
装もトキナーらしいこだわりにより、金属
部品を多用した高級感のあるデザインと
しています。フォーカスリングのフィーリ
ングにもこだわりました。レンズ構成は 7
群 10 枚、SDガラス（FK01）を後群に配
置することで色収差を補正しています。
　CP+2020 にも新製品として展示いた
しますので、ぜひご確認下さい。

【問い合わせ先】
株式会社ケンコー・トキナー
担当者：田原栄一
電話：03-6840-2970

FAX：03-6840-2962
メール：etahara@kenko-tokina.co.jp
https://www.kenko-tokina.co.jp

イストテクニカルサービス

新賛助会員のご挨拶

　イストテクニカルサービスは 1989
年に設立され 1996 年よりカメラ修理
業務を開始致しました。会社名の由来
である「イスト」は、Pianist（ピアニス
ト）、Specialist（スペシャリスト）に用
いられる接尾語の「イスト＜…ist ＞
＝人」という意味が込められていま
す。企業は人なりと申しますが、扱う
物は機械でも、人にしか出来ない「気
持ちと心を込めて」仕事を進める事を
信条に全社員が努力し、邁進する会社
です。複数メーカーと認定契約を結び
メーカーの垣根を超えたメンテナン
ス・リペアサービスを提供しており
ます。2019 年 12 月より JPS の賛助会
員に入会をさせて頂きました。一瞬の
時に勝負を賭ける写真家と機材に寄
り添い、微力ながら貢献できればと考
えております。
正規認定契約メーカー
Canon、Nikon、OLYMPUS
PENTAX、RICOH、Panasonic、
SIGMA、TAMRON、Profoto

【問い合わせ先】
イストテクニカルサービス株式会社

担当：伊藤
TEL : 03-5855-7577
FAX : 03-5855-7578
メール : info@isuto.co.jp
http://www.isuto.co.jp

� （構成 ／ 出版広報委員：川上卓也）

「賛助会員トピックス」への寄稿ご案内
賛助会員の皆様には、会報に「賛助

会員のページ」を設け、トピックスやお
知らせなどの記事を掲載しています。
貴社のトピックスやお知らせなどがご
ざいましたら、紙面の都合上あまり多
くの文字数はとれませんが、貴社のニ
ュース並びにお知らせなどを寄稿下
さいますようご案内申し上げます。
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◆手ブレ補正機能のはじまり
フィルムカメラ時代から手ブレ補正は存在している

機能であり、1994 年にニコンフィルムコンパクトカ
メラ「ニコン ズーム 700 VRQD」、キヤノン双眼鏡

「BINO 12 × 36 IS」などが手ブレ補正を搭載した。
1995 年にキヤノンが「EF 75-300mm F4-5.6 IS USM」
一眼レフ用交換レンズで、はじめてレンズ内手ブレ補
正を搭載した。

デジタル一眼レフでは、ボディ内手ブレ補正を、
2004 年にコニカミノルタが「α -7 Digital」で初めて内
蔵 CCD シフト方式を搭載した。

◆手ブレ補正の種類
手ブレは、シャッターを押す時に身体とカメラと一

緒に動いてしまい画像が鮮鋭に写らなくなる現象。ま
た、最近では高画素化で 1 画素の大きさが小さくなり、
拡大時に目立ちやすく、手ブレ対策が必要不可欠にな
ってきた。

一般的にレンズの焦点距離分の 1 のシャッター速度
で撮影するのが手ブレをしない基本といわれている。
50mm レンズであれば 1 ／ 60 秒が目安とされている。
50mm レンズでも 1 ／ 30 秒のシャッター速度になれ

進化を続けるカメラの

手ブレ補正機能を探る
　手ブレ補正機能は、フィルム時代からカメラに搭載されてきたものであり、写真撮影に欠かせない技術のひとつ
だ。画素数が増えることにより手ブレ問題が大きく取り上げられ三脚必須ともいわれた。メーカーでも手ブレ補正を
重視してどんどん進化してきている。手ブレ補正のメカニズムを理解することで、写真家の大きな武器になってく
る。今後の手ブレ補正は、どのようになるだろう。

ばブレる可能性が大きくなる。いろいろな場面におい
てそれが必ずしも見合っているといえない状況もある
が、その目安と自分の経験値から低限シャッター速度
を決めるのが常識となっていた。手ブレはピンボケと
は違いピントが合っている、合っていないに関係なく
起こり、画像の鮮鋭さがなくなる。

手ブレと似ているが、同じブレでも被写体ブレがあ
る。低速シャッター速度時に被写体の動きでブレるた
め、解決には ISO 感度アップで対応するしかない。

●光学式
レンズや画像センサーを動かして手ブレを打ち消す

方式だ。電子式手ブレ補正に比べて画像劣化が少ない
のが特長である。

1）バリアングルプリズム方式
レンズと同じ屈折率の液体を 2 枚のレンズではさみ

蛇腹状に動かしてブレ補正をしている。1992 年にソ
ニーの「ハンディカム CCD-TR900」に搭載している。
2）レンズシフト方式

レンズ本体にブレの動きを検知するジャイロセンサ
ーを備えた補正レンズを組み込み、手ブレを打ち消す
方向に補正レンズを動かすことにより縦・横の回転軸
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のブレを補正する。ブレを補正された光がフィルムや
画像センサーに届くことにより手ブレを解消してい
る。1995 年 に キ ヤ ノ ン「EF 75-300mm F4-5.6 IS 
USM」がこの機能を搭載した最初の交換レンズとして
登場した。
3）画像センサーシフト方式

カメラ本体にジャイロセンサーを備え、手ブレを関
知する。手ブレに応じて画像センサーを動かすことに
より手ブレを補正する。

利点としては、どんなレンズを使用しても手ブレ補
正が利用出来る反面、欠点として一眼レフなどの光学
式ファインダーでは、ファインダー内でブレ補正の効
きを確認出来ないことである。

画像センサーシフト式では手ブレ補正以外でも応用
として埃を除去する機能や画像センサーを動かして複
数枚画像データを取得して画素数を多くを多くした画
像データを取得したりできる。GPS ユニットと連動
して星の動きを追いかける天体追尾撮影など各社各様
に機能を持たせているのがおもしろい。2004 年にコ
ニカミノルタの「α -7 Digital」から始まり、オリンパス

「OM-D シリーズ」、ソニー「αシリーズ」、パナソニッ
ク「G・S シリーズ」、ニコン「Z シリーズ」、ペンタック
ス「K シリーズ」など多くの機種に搭載されている。
4）レンズユニットスイング方式

ジャイロセンサーで手ブレを関知して、レンズと画
像センサーまで含めたユニットごと動かして手ブレ補
正する機能である。

利点としては、ユニットごと動かすので光軸ずれや
画質劣化がないことである。欠点はレンズ交換式カメ
ラでは使用できないところや大型のユニットでは大掛
かりになるので組み込むのが難しい。2005 年コニカ
ミノルタ「DiMAGE X1」に搭載されている。
5）レンズ・画像センサー併用型

レンズシフトと画像センサーシフトを併用してより
強力な手ブレ補正を可能にしている。本体とレンズが
両方とも対応している必要はあるが、かなり強力な手
ブレ補正が実現される。デュアル手ブレ補正ともいわ
れ、大きな効果も得られるので、ミラーレス機では主流
になりつつある。オリンパス「OM-D シリーズ」、パナソ
ニック「G・S シリーズ」などが搭載している。

●電子式
撮影可能領域を一定のサイズに狭め、撮影の際にセ

ンサー上の画像を一度メモリーに読み込み、次に撮影
された画像と比較して像のズレを判断し、画素をずら
すことで補正して記録する方式。メカ機能を必要とし
ないためコンパクトに済むが、画像センサーの全ての
領域を使えないという欠点がある。キヤノン「EOS R」

（動画撮影時）などに採用されている。

メーカー・機種により様々な方式が採用されている
手ブレ補正だが、これらの機能が撮影者の負担を大き
く軽減し、画質向上に貢献しているのは疑いのないと
ころだろう。

◆手ブレ補正の今後
手ブレ補正が搭載された初期のころは、望遠レンズ

の手ブレ補正をメインに考えられていたが、現在はカ
メラの高画素化によりブレが目立ちやすく手ブレ補正
の要求度は高まっている。

今後手ブレ補正機能は、どのような進化が期待でき
るのだろうか。光学式では、ジャイロセンサーや機構部
の進化でより強力な手ブレ補正が可能になるだろう。
電子式の進化は、AI 化による動体予測が可能になる
ことも考えられる。また、画像処理に特化されたプロセ
ッサーである GPU 搭載で演算能力が向上したソフト
ウェア処理がメインとなり、来たる 8K 動画撮影時の
発熱なども考えると電子式の進化に期待するところも
多い。
※�写真・資料提供：キヤノン／オリンパス／パナソニ

ック／ケンコー・トキナー
（記／出版広報委員：川上卓也）

1）バリアングルプリズム方式
液体部分が動く

2）レンズシフト方式例
縦回転軸・横回転軸

3）画像センサーシフト方式例
縦回転軸・横回転軸・上下・
左右・回転軸（5軸）

4）レンズユニットスウィング方式
レンズユニットと画像センサーを
一体で動かす。

5）併用型例
縦回転軸・横回転軸・上下・
左右・回転軸

電子式例
縦回転軸・横回転軸・上下・
左右・回転軸（5軸）
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最後に質疑応答の時間を設け、講師が著作権相談員というこ
ともあり、たくさんの方々から質問があり、法律解説本を読まず
に著作権法が判る、聞いて覚える著作権法が実践できたと感じ
ている。
� （記／堀切保郎、撮影／佐藤昭一）

◆ 2019年度第１回国際交流セミナー報告◆
｢ポートフォリオレビューへの道｣
海外での売り込みにチャレンジ！

2019年 12月６日（金）
東京ウィメンズプラザ1F視聴覚室　参加者 30名

講師：上原ゼンジ（実験写真家）

今回のセミナーは JPS会員をはじめとする日本の写真家たち
が「自分の写真作品を売りたい」と思いながらも、絵画などのファ
インアートのように写真を作品として売買する文化が成熟して
いない日本国内では思うようにいかない。欧米の方が写真を売る
チャンスが大きいことは分かっているのだが「どのようにアプロ
ーチしたら良いのか分からない」といった疑問を解決することに
よって、少しでも海外ポートフォリオレビューのハードルを下げ
ることを主旨としている。
上原氏のプレゼンテーションは、ご自身の体験談を基に、取り
組んでいるプロジェクトや作品を織り交ぜながら進められた。元
来、雑誌の編集者であった上原ゼンジ氏が写真を始めた契機に
まで遡り、「超芸術トマソン」の探査に携わっていたことや、オリ
ジナリティーの追求による「宙玉レンズ」や「万華鏡カメラ」の開
発など興味深い話が続いた。
ポートフォリオレビューに参加するにあたり、どのような準備

をするのか、申し込
み方からレビュア
ーのリサーチ、航空
券や宿の手配とい
った詳細まで解説
があり、さらにはレ
ビュアーとのやり
取りを想定した会
話の練習までしていたことを話された。初めて参加されたときの
失敗談を交え、オンライン英会話での勉強方法やWebを活用し
た翻訳の方法などを解説いただいた。また、実際に持参されたポ
ートフォリオの作り方や資料の作り方など、プリントのティップ
スまでを含めて話していただいた。
つづいて実際のポートフォリオレビューがどのように進行す

るのか、レビュアー１人あたり20分という制限のある中で、いか
に効果的にアピールすれば良いのか、また会場の雰囲気などを
伝えていただき、レビュアーが求めているもの、どのような写真
が評価されているのかなど、上原氏なりの分析とともに、実際に
高額で取引きされている作品を紹介いただいた。
最後に、ポートフォリオレビューに参加したことにより、レビ

ュアーにアピールするだけではなく自分のプロジェクトを見直
すことができ、海外の情報にアクセスすることにより、世界が広

◆ 2019年度第１回著作権研究会報告◆
写真著作権基礎講座

「もっと知ろう写真著作権」
2019年 11月21日（木）

JCIIビル 6F会議室　参加者 57名
講師：上野善弘（日本ユニ著作権ｾﾝﾀｰ相談員）

始めに、写真の著作権の変遷とその保護期間について解説さ
れ、日本で初めての写真に関する法律「写真条例」明治９年（1876
年）制定から明治 32年（1889 年）旧著作権法制定、そして同年に
ベルヌ条約に加入し国際舞台にデビュー。その後、戦後の混乱の
時代を経て現行著作権法昭和 45年（1970 年）が制定された。し
かし、他ジャンルの保護期間が著作者死後 50年に対し、写真の
著作権は公表後 50年とされ、保護期間の延長が大きな課題とな
る。延長問題は平成８年（1996 年）の改正で他の著作物と同じ著
作者の死後 50 年となった。その後条約（TPP11 協定）により
2019年（平成31年）
１月施行から、著作
者の死後 70年にな
った。
これらの変遷が
写真家たちの主張
と運動によってな
されていったと強
調された。
次に写真家が著作権を強く主張した代表的な裁判を二例解説

された。一つは白川義員氏が提訴した「パロディー、モンタージュ
写真事件（合成写真裁判）」をスライドを使い詳しく紹介した。複
製権、同一性保持権、氏名表示権侵害事件として16年後（1971
年から1987 年）決着。この裁判で、「引用」の具体的な要件を明示
した最高裁判決を導きだした。
二つ目は黄建勲氏が提訴した「スイカ写真事件」をスライド写
真を使い解説した。似たような写真を裁判所がどう判断したか、
特異な事件で、東京地裁は請求棄却で侵害はないと判断、二審の
東京高裁は複製権侵害とした。最高裁は上告棄却で、結果東京高
裁判決が確定した事件である。一審の判断は二つの写真を比べ
て特段の事情がない限り、本質的特徴部分が共通するか否かを
考慮して判断する必要があるが、翻案権侵害、同一性保持権侵害
はないと判示した。それに対して二審は一審の判断を受け継ぎ
ながらも著作権法上の保護に値する独自性が与えられる場合に
は被写体の決定自体における、創作的な表現部分も考慮しなけ
ればならないとし、被告写真は、原告（黄建勲）の改悪、すなわち
改変で同一性保持権侵害とした。法的には複製権侵害となると
解説された。実はこの判決については、一部の学者や写真家の間
から、裁判所は言い過ぎなのではという意見があった。なぜなら、
写真は複製による表現という宿命を負っている。そのすべてに
創作的表現を求めるのは行き過ぎなのではと言う意見だ。

セミナー研究会レポート
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がったとのこと。
単純なレポートに留まらない、上原氏のお話は非常に興味深

く、聴講された方々には大変参考になるセミナーとなった。
� （記・撮影／増田雄彦）

page2020オープンイベント
◆日本写真保存センターセミナー◆

写真原板データベースとジャパンサーチとの連携
−写真原板のより広い利活用を目指して−

2020年２月５日（水）
池袋サンシャイン文化会館 7階 710号室　参加者：63名

講師：中川紗央里（国立国会図書館電子情報部
電子情報企画課）

河原健一郎（日本写真保存センター調査員）
はじめに日本写真保存センター代表 田沼武能より、立ち上げ
から13年経った日本写真保存センターの現状と原板保存の必
要性が語られ、活動
への支援と協力を
お願いする旨の挨
拶があった。
今回のセミナー

では、日本写真保存
センターが公開し
ているインターネット上のデータベース「写真原板データベー
ス」が、2019 年 10月より国の分野横断統合ポータルである「ジャ
パンサーチ」と連携を開始したことについて、講演前半では「ジャ
パンサーチ」とはどのようなもので何を目指した取り組みなのか
を、現在試験版のシステムを運用している国立国会図書館電子
情報部の中川紗央里さんが説明された。
「ジャパンサーチ」とは、様々な分野のデジタルアーカイブと連
携して、我が国が保有する多様なコンテンツのメタデータを検索
できる「国の分野横断統合ポータル」である。ジャパンサーチが集
約したメタデータは、利活用しやすい形式で利用者に提供され、
コンテンツの利活用を促進する基盤にもなるとのこと。メタデー
タとは、コンテンツの内容や所在等について記述したデータのこ
とで、例えば図書館の書誌データや博物館・美術館の収蔵品の
目録データなどのことを言う。写真では、いつどこで誰が何をど
うした、といった画像に添えられた文字データにあたるものだ。
また、これは「知的財産推進計画」等に掲げられている国の取
組であり、「デジタルアーカイブジャパン推進委員会・実務者検
討委員会」（事務局：内閣府知的財産戦略推進事務局）の方針の
もと、国立国会図書館が試験版（2019 年 2月公開）のシステムを
運用している。今後の開発スケジュールとしては、2020 年夏頃の
正式版公開を目指し、現在、連携拡大、機能の開発・改善に取り
組んでいる。
今回、日本写真保存センターの「写真原板データベース」と連

携した事で、他館が公開している様々な資料とを同時に検索・
閲覧することが可能になり、写真原板資料を今までよりも幅広い
層の方に、様々な方法で利用いただけるようになるとのこと。
説明では、実際にキーワード検索から探した画像を基に、利活

用に向けたデジタルコンテンツの二次利用条件や著作権の扱い
に関しても言及された。
また地方の市町村において、趣味で撮られた写真を集めて資
料として保存する活動が各地で行われており、日本写真保存セ
ンターからノウハウや情報を提供していただければありがたい
との提案もいただいた。
休憩を挟んでの後半では、日本写真保存センター調査員の河

原健一郎氏から「写真原板データベース」の特徴と、連携により
見えてきた課題についての講演が行われた。
まず写真原板とはどのようなものかの解説から始まり、なぜ写
真原板を収集・保存しているのか、について説明がされた。
日本写真保存センターでは、いつどこで誰が何をどうした、と
いった情報を大事にしていきたいという思いがある。写真は新聞
や雑誌に利用されるにあたり、より記事に見合ったセレクトやト
リミング・焼き込みなどがなされ、解釈が限定されて掲載されて
いる場合が多々ある。対して、写真原板には撮影者と被写体との
関係性や被写体の有りのままの状態が記録されている可能性が
高いと言え、35ミリフィルムであれば選ばれなかった一連のコ
マの中に別の貴重な情報を見ることもできるという。
次に「写真原板データベース」の特徴について説明し、検索機

能について実際の画像を基に解説した。管理用データベースの
説明では、「コマ情報」として、いつ、どこで、誰によって、書籍情
報、被写体カテゴリー等を、「ホルダー情報」として、書かれた文
字、フィルム種別、劣化情報等を、「資料群情報」として、来歴、現
秩序、大まかな撮影内容、権利者情報等を管理しており、公開用
「写真原板データベース」へはこの中の「コマ情報」をデータ変換
して利用している。
「ジャパンサーチ」との連携では、管理用データベースのメタデ
ータを変換して「ジャパンサーチ」にアップロードし、検索された
画像は「写真原板データベース公開サーバー」の公開画像データ
として画像参照することで利用することができる。
連携を通じて、公開データの表記の統一やデータクリーニン

グを行うきっかけとなったり、写真原板データベースへのアクセ
ス数が連携前より
増加したなど、情報
公開の間口が広が
った印象である。
連携をきっかけ

に写真原板資料の
重要性や利用価値
を広くアピールし、写真原板の保存と利活用の促進を図ってゆき
たいと語った。
講演後の質疑応答では、非公開を希望する写真原板の収集に

関する事項や収集・保存する作品・作家の選定について、将来
的にデジタル画像データ収集・保存の可能性についての質問が
あり、活動に対する関心の高さがうかがえるセミナーであった。
� （記・撮影／小池良幸）
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◆関　一也（2019 年入会）
11 月 30 日に『ポートレートRAW 現

像入門』関 一也（著）が amazon、玄光
社より発売されました。１クリックでか
んたん・きれ
いな写真の作
り方をテーマ
に「きれい」「効
率的」に仕上げ
るテクニック
を紹介するも
の で す。Adobe 
L i g h t r o o m 
Classic CC、
Photoshop の
ソフトを使用
し、ポートレート RAW 現像に使う時
間を短縮し、プラスαのレタッチテクニ
ックを合わせて紹介しています。
� （長野県中野市在住）

◆小橋健一（1979 年入会）
地区まちづくりの施工が私たちの生

活エリアにも目立つようになってきた。
道路拡張工事が始まっている。10 年と
言われている工事だがここへ来て家
屋の解体工事が顕著だ。その中で重機
も入れず丁寧に手渡しで解体を進め
ている５人の作業員に出会う。聞きな
れない言語が飛び交っているので主
任に声をかけた。何処から？トルコだ
よ。僕、日本語大丈夫！咄嗟にフレンド
シップと返した。僕たちもと、切り返さ
れた。

明治 23 年、和歌山県串本町沖合で
トルコのエルトゥールル号遭難の際多
くの日本人に救助された事にトルコの
人は感謝の念を抱いているという。彼
らはその事を良く知っていて友好的で
ある。これからはトルコ人だけでなく
外国の勤労者と現場で会う機会が多
くなる。ファミリーオブマンの精神で
歓迎したい。　（東京都江戸川区在住）

◆中田　昭（1980 年入会）
「生涯の撮影テーマ、祇園祭」

昨年（2019 年）、日本三大祭りのひと
つ「祇園祭」が始まって 1150 年の節目
を迎えました。この八坂神社の祭礼が
始まったとされる 869（貞観 11）年は、
京都に疫病が大流行し、東北地方では
先の東日本大震災のような大きな地震
が起きるなど、不安や恐怖が全国に蔓
延した年でした。そこで、平安京の「神
泉苑」に、当時の諸国の数である 66 本
の矛を立て、疫病退散や天変地異の鎮
まることを
願って「祇
園 御 霊 会 」
が行われた
のが始まり
とされてい
ま す。京 都
の山鉾町内
に生まれ育
ったため、毎
年夏に巡っ

Message Board
てくる祇園祭をテーマに撮影するよう
になったのも自然のなりゆきでした。山
鉾巡行と神幸祭を中心とし、ひと月も
続く祭りの姿を写真と解説で『京都　
祇園祭（改訂版）』として出版いたしま
した。� （京都府京都市在住）

◆吉野雄輔（2001 年入会）　
８年ぐらい止まっていた「幼魚大図

鑑」が再スタートした。魚の成長段階、
幼魚のステージを何段階も細かく出す
図鑑です。A4 で、700P、写真の使用点
数は、6000 ～ 7000 点ぐらいになる。写
真を撮るだけではなく、地球生命の星
博物館の魚類学者・瀬能先生と同定
作業も
やって
いるか
ら膨大
な時間
＆エネ
ルギー
が か
かっている。図鑑としての集大成という
気持ちで、がんばっています。写真は、
かわいい表情のミナミハコフグの赤ち
ゃん。� （東京都世田谷区在住）

◆諸河　久（1982 年入会）
『モノクロームの軽便鉄道』を上梓
2018 年 9 月に「JCII フォトサロン」

で「諸河久　作品展／軽便風土記」を
開催した。開催前に「半世紀以上前に
廃止された軽便鉄道など忘れ去られ
ている」という疑念は、来場者の作品に
注がれる熱い視線や、当時の体験談を
熱心に聞き入る姿勢で払拭された。写
真展開催中にもっと中身の濃い「軽便
鉄道の写真集」の要望が数多く寄せら
れた。そんな愛好者の声援が励みにな
り、本書の上梓を思い立ち、2019 年の
暮れにイカロス出版から上梓の運びと
なった。

全国の軽便
鉄道を渉猟し
たのは学生時
代だった。大
半の作品はア
マチュアの域
を超えるもの
ではないこと
は承知してい
るが、フィルム
投影された絵
柄は、かけがえ
のない記録なのだ。当時のモノクロ作
品を最良のコンディションで現在に蘇
らせる。そのために「デジタルリマスタ
ー」の技術を磨いてきた。前出の写真
展や本書は、デジタルリマスターの経
験値を結実させた成果となった。
� （東京都中央区在住）

◆池　英文（1968 年入会）
PICO の時代

1980 年代の東京表参道に、名誉会
員 で あ っ た 故 伊 藤 則 美 さ ん の

gallerycafe PICO があったことをどれ
だけの方が御存じでしょうか。

実は 30 年住んでいる古マンション
を少し
片付け
たとこ
ろ、1989
年 4 月
の小生
の個展
オープ
ニングパーティーの写真 ALBUM を
見つけ、大変懐かしくこの文を記す事
となりました。

PICO の正確な開店と閉店の日時は
不明ですが（資料が小生の手元にある
はずですが出てきません）、ギャラリー
の名誉ある 1 番バッターとして登場す
ることを依頼されたのが初めでした。

添付の集合写真に登場の方は以下
のとおりです。（敬称略）前列右から、
BAKU 斉藤、望月剛、故高村規、和木
光二朗、山口勝廣、池英文、三恵子、故
藤川清、福永一興、故伊藤則美、福田文
男、1 人おいて 2 列目、故三輪徳二郎、
鶴田照夫、2 人おいて加藤夫人、故嶋田
和門、鈴木實、竹上正明、1 人おいて飯島
幸永、3 列目、加藤穣二（高校の同級生）、
伊藤新一（クリエイト）、加納恒彦、神吉
猛、森一六正、３人おいて、最後列、熊谷
正、その他名前の不明の方、顔の良く見
えない方ゴメンナサイ。
� （東京都世田谷区在住）

◆今森光彦（1986 年入会）
『光の田園』

比叡山と琵琶湖の間を真東西に横
たわる棚田地帯を、“光の田園”と名付
け写真撮影で頻繁に訪れるようになっ
たのは 40 年以上前のこと。そこには、
田んぼ、雑木林、ヒノキ林、ため池、川な
どがそなわり、理想的な里山自然が息
づいていました。

この本は、近年私自身が農家になり
“光の田園”
にある荒れ
地を開墾し
農地をとり
戻そうと悪
戦苦闘する
話が軸にな
っています。
また、それと
並行して展
開される環
境活動についても触れています。

とめどなく続く里山への挑戦は、土
地を愛し、生命を敬う気持ちのあらわ
れで、私にとっては、写真作品と同じよ
うに自己表現としての意味がありま
す。� （滋賀県大津市在住）

◆高砂淳二（2015 年入会）
高 砂 淳 二 写 真 集『PLANET of 

WATER』　日経ナショナルジオグラ
フィック社・2400 円＋税（2019 年 7 月
発売）
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地球の 2/3 を被う水は、海水、雲、雨、雪、
氷と形を変えながら循環し、地球に暮らす僕
ら動植
物の命
を育ん
でいま
す。南
極の巨
大氷山
から、
轟音と
ともに流れ落ちる瀑布、熱帯雨林に降り
注ぐ豊かな雨…。そして、そんな水を味
方につけて悠々と泳ぐクジラ、雪に守
られて暮らすホッキョクグマ、しっとり
と嬉しそうな鳥や植物たち…。美しい
水の惑星の姿を、極地から熱帯まで追
い求めてまとめたのが『PLANET of 
WATER』です。

僕ら人間の体の約 2/3 は水ででき
ていて、いつも地球の水が入れ替わっ
ています。地球と、そこで暮らす僕ら生
き物にとって、地球上の水は自分の体
液と同じであり、地球と僕らは一心同
体なのだ、ということを、肌で感じてい
ただける 1 冊です。
� （東京都渋谷区在住）

◆江成常夫（1970年入会）
「いのちの証」としての遺品と遺構
アジア太平洋戦争に写真の軸を決

め、その文脈のもと広島の地に立って
四半世紀になる。被爆体験者の亡くな
った人たちを弔う心に触発され、被爆
地に死者の御霊（みたま）を重ね、『ヒロ
シマ万象』（新潮社・2002 年）で原爆悪
の視覚化を試みた。

広島、長崎の原爆資料館には厖大な
数の遺品が収集されている。人類の存
亡のかかわる
核兵器の廃絶
は写真の普遍
的テーマであ
る。閃光で焼か
れ、ぼろぼろに
なった衣服、熔
けたガラスに
付着した人骨
――。原 爆 投
下の目標とな
った軍都の広島、兵器工場の町、長崎
の遺構。これらはみな被爆死した人た
ちの「いのちの証」と言っても過言では
ない。今回の『被爆ヒロシマ・ナガサキ
いのちの証』（小学館）では鎮魂をもっ
て原爆悪のリアリティーに務めた。
� （神奈川県相模原市在住）

◆増田彰久（1971年入会）
イギリスにはカントリー・ハウスと

呼ばれる一群の建築がある。16 世紀後
半から 20 世紀初頭にかけて、貴族た
ちが自らの権力を誇示し、自分流の暮
らしを楽しむために広大な領地に建て
た邸宅のことである。

1989 年から 20 年間にわたり、毎年
のように英国貴族のカントリーハウス
を訪ね、撮影の旅をやってきた。イング
ランドからスコットランドへと豪壮な
数多くの邸宅を巡った。外観のみなら
ず、グレート・ホール、サルーン、ロング
ギャラリー、ライブラリー、ダイニング、

べッドルーム、
そして、キッチ
ン、ランドリー
まで全てを自
由に撮らせて
もらった。これ
らの写真から
イギリスが育
んできた伝統
文化の豊かさ
やその背後に
あるものまで
感じとっていただければ幸いである。
� （東京都町田市在住）

◆秋田好恵（1967年入会）
「秋田好恵村尾昌美二人展」

3 月 23 日～ 28 日　銀座ギャラリー風
今回、私は「はたち」というテーマで

海外のお嬢さんを撮影した作品を展
示いたします。今の自分を残したいと
いう彼女の思いは、ヌードもいとわな
い自由さと覚悟をもっておりました。

私は彼女が
帰国するまで
の 一 年 の 間、
折々で撮影を
してきました。
そのコラボレ
ーションとも
いえる沢山の
写真を使って、

「はたち」をマ
スとして表現
する展示にチ
ャレンジいたします。どうか足をお運
びいただけますようお願い申し上げま
す。� （東京都港区在住）

◆岡崎裕武（2001年入会）
「 攀登者 ・クライマー 」

1960 年中国探検隊が、エベレストに
登った時の過酷な体験の物語である。
中国の山は中国人が自分で登らなけ
ればならないと言う国家プロジェクト
究極の使命感の中国の登山チームが
1960 年世界で初めて北東陵からエベ
レストの登頂に成功したという実際に
あった快挙を描いた物語である。

撮影場所は、中国天津市薊州区（け
いしゅうく）郊外にある採石場で撮影
した。人工雪、その他から体量の雪をコ
ンテナで運んだ。スチールカメラマン
の 1 日は 1 人で、A 組早朝 05 時から
19 時、B 組 17 時から翌朝 05 時まで撮
影時間帯で A,B 組をまたいでの勤務
時間と昼間の気温がマイナス 12 ～ 15
℃、夜中から朝方までが一番辛い時間
と待機時間と撮り直しをし、20 回はザ
ラ。撮影中には監督、助監督、演技指導
一部始終の記
録を撮 影。撮
影中は休みは
ありません。撮
影中は有名な
俳優さん達の
激励や差し入
れには、励まし
と、力、暖かみ
を憶えました。

又ある日、ジ
ャッキー・チ

ェンさんのスタントマン一行が励まし
にやって来てくれ毎年恒例の抽選会
を開き 500 名からのスタッフ全員に喜
びをくれました。ちなみに僕は、中国元 
\2000 元（日本 \31000 円）が当たりま
した。

この撮影に参加出来た事は今振返
えれば大変な仕事であったが貴重な
経験でした。� （埼玉県朝霞市在住）

◆水野克比古（1976年入会）
写真集『永観堂禅林寺』
青菁社 2,000 円 + 税
京都の永観堂禅林寺は、平安時代初

期より紅葉の名勝地として知られる古
刹です。東山山麓の起伏に富んだ広大
な境内に、伽藍・庭園が広がり、本尊「み
かえり阿弥陀仏」をはじめ諸仏・文化
財が数多く存在します。水野克比古・
秀比古・歌夕の３名は 2017 年 11 月
から 2019 年４月までの期間に 200 日
近く訪れて、四季折々の風景、行事、仏
像、文化財などを、各自の個性を生かし
つつ、切磋琢磨して撮影に取り組みま
した。

カメラは全
てパナソニッ
ク社ルミック
スを使用、その
結果を 1 冊の
本にまとめま
し た。1000 線
相当の彩度豊
かな超高精細
印刷方式を採
用し、特にルミ
ックスカメラ
のハイレゾモード撮影の細密描写との
マッチングは、他には類を見ない素晴
らしい出来上がりです。その結果、当寺
の自然と人工とが織りなす美しい魅力
を表現し得たと自負しております。ど
うかお手に取り、御高覧ください。

（京都府京都市在住）

■原田　寛（1996年入会）
鎌倉の自然や歴史、文化をテーマ

に、40 年以上撮影を続けてきました
が、ここ 20 年ほどは、京都・奈良にも
撮影エリアを広げてきました。三大古
都を並行して撮影していると、それぞ
れの地勢や歴史・文化の違いが感じ
られて、鎌倉だけに集中していた時期
とは被写体への接し方も微妙に違っ
てきているように感じます。昨年、三古
都のサクラをテーマとした『古都櫻』を
上梓し、東京と京都で写真展を開催い
たしましたが、今年は 3 月 25 日（水）～
29 日（日）の会期で、奈良県文化会館で
開催することになりました。

日頃あま
りお付き合
いする機
会 のない
関西 地区
の 方 々と
も、この機
会にお目に
かかれれ
ばと期 待
しています。� （神奈川県鎌倉市在住）



協会に寄贈された会員の出版
物を到着順に掲載致します。

（2019・9 月〜 12 月）
①発行所　②発行年月
③サイズ（タテ×ヨコ）、頁数
④定価 ⑤寄贈者
⑥電子書籍ストア

銀座ジャック 再び！
写真で銀ブラ

編著・日本建築写真家協会

・京・瞬・歓・
中田　昭

Christmas Train
大鶴倫宣

①鹿島出版会 ② 2019 年 9 月 
③ 30.3 × 21.7㎝、112 頁 
④ 3,000 円 ⑤小川泰祐氏

①京都新聞出版センター 
② 2019 年 10 月 ③ 21 × 18.2㎝、
160 頁 ④ 1,800 円 ⑤中田氏

①大鶴倫宣 ② 2019 年 11 月 
③ 18.2 × 25.7㎝、60 頁 
④－円 ⑤大鶴氏

京の彩り 栬
橋本健次

Jolie Jolie
中村路人

広告写真館
白鳥真太郎

丹波篠山
－美しき里の四季－

山本治之

①青菁社 ② 2019 年 10 月 
③ 14.8 × 20.3㎝、112 頁 
④ 1,600 円 ⑤発行所

①フォトアドバイス ② 2019 年 9 月 
③ 28.8 × 21.7㎝、104 頁 ④ 3,800 円 
⑤中村氏

①玄光社 ② 2019 年 11 月 
③ 29.7 × 22.5㎝、320 頁 
④ 5,300 円 ⑤白鳥氏

①山本治之 ② 2019 年 11 月 
③ 25 × 25.7㎝、120 頁 ④ 2,600 円 
⑤山本氏

昭和の記憶
迫　幸一

日本夜景遺産
15 周年記念版

丸々もとお、丸田あつし

ドキュメント 朝鮮で見た < 日本 > 
－知られざる隣国との絆

伊藤孝司

モノクロームの軽便鉄道 
写真で巡る 1960 年代

諸河　久

①迫青樹 ② 2019 年 9 月 
③ 25.7 × 18.2㎝、120 頁 
④ 3,000 円 ⑤迫青樹氏

①河出書房新社 ② 2019 年 10 月 
③ 17.8 × 24.7㎝、160 頁 
④ 2,600 円 ⑤発行所

①岩波書店 ② 2019 年 4 月 
③ 18.8 × 13㎝、224 頁 
④ 2,200 円 ⑤伊藤氏

①イカロス出版 ② 2019 年 12 月 
③ 25.7 × 18.2㎝、168 頁 
④ 2,300 円 ⑤発行所

ＪＰＳ
ブック
レビュー
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THE CLIMBERS
撮影・岡崎裕武

英国貴族の城館
増田彰久

広瀬川
－水は巡り 人は巡り会う－

大沼英樹

未来へ架ける
世界の子ども

田沼武能
①上海世紀出版集団 ② 2019 年 9 月 
③ 23.5 × 15.5㎝、360 頁 
④ 85 元 ⑤岡崎氏

①河出書房新社 ② 2019 年 11 月 
③ 30.3 × 22.7㎝、286 頁
④ 15,000 円 ⑤増田氏

①プランニング・オフィス社 
② 2019 年 7 月 ③ 18.2 × 25.8㎝、
135 頁 ④ 3,000 円 ⑤大沼氏

①クレヴィス ② 2019 年 12 月 
③ 26.4 × 19.3㎝、240 頁 
④ 2,500 円 ⑤田沼氏

求龍堂様� 蔦谷典子・夢の翳 塩谷定好の写真 1899-1988
JAGAT 様� 印刷白書 2019
JAGDA 様� シンボルマークの創作と法的保護
しまね文化振興財団様� 並河萬里撮影フイルム目録
日本写真協会様� 日本写真年鑑 2019
小学館様� 岡塚章子 ･ 金子隆一 ･ 説田晃大・

国宝ロストワールド　写真家たちがとらえた文化財の記録
日本写真作家協会様� 2019-2020「JPA 作品集」
オリンパス㈱様� オリンパスの 100 年 1919-2019
日本カメラ社様� T.T. たなか・

ENCOUNTERS Ⅴ _ Ⅵ _ Ⅶ グアドループ ･ カリブ ･ ラトビア ･ 台湾

寄　贈　図　書

田中良知様� SUPER OLD
狩野　萌様� MARIA Y MEGUMI SOUTH AMERICA
金子裕昭様� 生きる強さ
百々俊二様� 空火照の街
金本凜太朗様� junk foods
JCII フォトサロン様� 富山治夫・佐渡島

� 日本カメラ博物館 30 周年記念 JCII フォトサロンコレクション展
東京都写真美術館様� イメージの洞窟：意識の源を探る

� 山沢栄子・私の現代
� 至近距離の宇宙 日本の新進作家 vol.16

交通新聞社様� 寺本光照・こんなに面白い！近鉄電車 100 年
� 加藤俊徳・脳にいい！通勤電車の乗り方

受賞おめでとうございます。今後ますますの活躍をご期待申し上げます。

■「令和元年文化勲章」受章　2019年11月3日

　受章者：田沼武能（1950 年入会）
　　永年にわたる写真家活動に対して。
■「2019 年度朝日賞特別賞」受賞　2020年１月29日

　　70 年にわたる写真家活動と、写真界への多大な貢献に対して。
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International

1. Takeyoshi Tanuma received the Order of Culture.
November 3, 2019, Takeyoshi Tanuma, received the 
Japanese Order of Culture. He has been a photogra-
pher for more than 60 years, and he had served as 
chairman of Japan Professional Photographers Society 
for over 20 years. He has also been instrumental in the 
copyright movement of Japanese photographers. He 
became the first person in photographers who re-
ceived the prestigious Order of Culture.

The Japan Professional Photographers Society was estab-
lished in 1950.  Through its activities it strives to define the 
role of the professional photographer and secure copyright 
protection while working to develop photographic culture.  
In 2001 it received recognition as an Incorporated Body 
from the Minister of Education, Culture, Sports, Science 
and Technology, in March 2011 it was officially recognized 
as being a Public Interest Incorporated Association by the 
Prime Minister’s office, and since April 1 of that year it has 
been active under the title, Japan Professional Photogra-
phers Society, Public Interest Incorporated Association.

Since its foundation, the society has succeeded in receiving 
an extension for the period of copyright protection (to 50 
years after the death of the artist), held numerous exhibi-
tions concerning photographic history and expression (A 
Century of Japanese Photography, History of Japanese Con-
temporary Photography, Sixty Years of Japanese Children, 
Women, etc.), and published numerous books on photo-
graphic history and collections of photographs.  In order to 
contribute to the promotion and development of photo-
graphic culture, it holds the JPS Exhibition as an open ex-
hibition, presents a nationwide Photography Study Pro-

2. Three honorary members of JPS passed away
In the last three months, we lost three honorary mem-
bers of JPS, who made significant marks in the Japa-
nese photography world after the war. Shiro Shirahata 
passed away on Nov. 30 at the age of 86. Toyoko To-
kiwa passed away on Dec. 24 at the age of 91. Ikko 
Narahara passed away Jan. 19 at the age of 88. Shiro 
Shirahata, an alpine photographer, had pursued to cap-
ture  Mt. Fuji, the most iconic landmark of Japan, 
Southern Alps, and other beautiful mountains. Toyoko 
Tokiwa was one of the pioneers of female photogra-
phers in Japan. Her book of text and photographs, 
Kiken na adabana, portlayed the red-light district of 
post-occupation Yokohama with US was highly appre-
ciated. Ikko Narahara made a new wave in the Japa-
nese photography world. His masterpieces are “Human 
Land: Island without Green, Gunkanjima”, “Kingdom/
Domains”, and more. We appreciate our forerunners 
for their contributions to the Japanese photography 
world and pray their souls may rest in peace.
Text By Kuwabara Shisei（Director）,
Translation by Masuda Takahiko（International Rela-
tions）

Japan Professional Photographers Society
JCll Bldg. #303, Ichibancho 25, Chiyoda-ku, Tokyo 102-0082

Tel: +81-3-3265-7451 Fax: +81-3-3265-7460
E-mail: info@jps.gr.jp Web site: http://jps.gr.jp/int/index-e.html

About the Japan Professional Photographers Society

Topics

gram for elementary school students, the Photo Forum that 
aims to develop photographic expression, Digital Photogra-
phy Lectures for the advisors of high school photographic 
clubs, and presents the Yonosuke Natori Photographic 
Award to uncover and foster new talent.  At the same time, 
it carries out a wide range of activities to contribute the 
development of photographic culture, such as: cultural ex-
change with overseas photographers, PR through publish-
ing and information dissemination via the Internet.  

Furthermore, it presents the Japan Professional Photogra-
phers Society Award in recognition of individuals or orga-
nizations who have achieved notable achievements in the 
development of photographic technology, education, or cri-
tique.

The Japan Professional Photographers Society has devoted 
itself to the establishment of photographic museums, such 
as the Tokyo Metropolitan Museum of Photography, and is 
currently actively working towards the creation of the ‘Ja-
pan Photographic Preservation Center’ (archive) for the col-
lection and preservation of original photographs.

Courtesy of SANKEI SHIMBUN
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Information謹んでご冥福をお祈り申し上げます。追悼

彼を語る上で、述べなければならない基調は南アルプス（日
本）であろう。南アルプスはご承知の通り実に深々とした森林
におおわれた巨峰群である。日本の高山でやや南方に位置する
ために有数の高峰を含むアルプス（高峻山岳）といえども深い
森林におおわれている。ということは山稜（2,800 ｍ）に至るまで
深々とした見通しのない森林帯を体験することを意味する。彼
はこの山の撮影に没頭した。だからその登高はまさにそれは撮
影は挑戦であってその根性的体力の強さは後日ヒマラヤ登山
に於いても一目おかれるほどであった。つまり深い森林帯こそ
は作品制作の精神的要因の重要な意義であったにちがいない。
この深々とした森林帯の意味は彼の心に深く達していたにち
がいない。のちの TV インタビューの中で「南アルプスは地味
な山というけれど、私はこれを滋味な山というべきですね」と
語ったがこれはインタビュアーむけのわかりやすいコトバで、

白簱史朗さん追想	� 川口　邦雄
実は彼は南アルプスの本当の意味をもっと心から知っていた
にちがいない。いや当然知っていて滋味というにはもっと心的
な深い深い森林感情があったはずである。実はその点をもっと
ハッキリと聞きたかった。彼の南アルプス心情のもっと先にあ
るのは、もっと山の深いコトバだっただろう。

今はそれを聞くことはできないが、もっと原生林的思考をも
っと聞いてみたかった気持ちである。いずれはコトバで出てき
たことだろうそれを聞けなかったのが心残りである。

2019年11月30日、腎不全のため逝去。86歳。
平成10年 (1998年 )入会、在籍21年。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
昭和26年、18歳の時より写真の道に入り岡田紅陽氏に師事、昭和37年には山岳写真家として独
立宣言をされた。その後は日本及びネパールヒマラヤ、ヨーロッパアルプス、北米ロッキーなど世界
各地で撮影を行い平成７年から５年間で日本百一名山を取材した。また、山梨県早川町、福島県桧
枝岐村その他に山岳写真館を開設している。日本を代表する山岳写真家の一人であり、山梨県から
文化功労者表彰、県政特別功労者表彰を受ける。こうした功績を讃え名誉会員に推挙された。

白簱 史朗　名誉会員

常盤さんとの出合いは、かなり前のことで、ヨコハマのある写真
機店。当時は店先に「DPE」の看板がかならず出ていた。そのお店に
フィルム現像を持ちこんだ時であった。

店主から２階で、「写真の月例会をやっているから、のぞいてみ
たら」と言われて２階へ行ってみたのが、1956 年の春のことであっ
た。

そのころの彼女は、世の中ではまだめずらしい女性カメラマンと
しての草分け的存在で、デビュー時期と重なり、スター的な日々を
送っていた。そのころ世は、女性の進出が目立った時でもあり、働く
女性をテーマに撮影が始まった。

焼野原になった横浜も占領軍のためカマボコ兵舎が数多くで
き、街中には、セスナ機やヘリコプターまでもが発着するようにな
った。占領地には、風俗、サービス業も多く、これらを映像化したの
である。

作品の中に「チャブ屋のお六さん」がある。「チャブ屋」とは、当時

ハマの敗戦後、占領下の映像化の証言者� 小川　忠宏
のヨコハマ英語で、「食事をすること」をチャブといい、チャブ・ハ
ウス、チャブホテルなどと変化した。お六さんとは、仙台生まれで女
学校卒と育ちの良い女性でしたが、結核が基で人生が大きく狂い
始め、流れ流れて横浜・本牧のチャブ屋に六番目の女給として働
くことになり、人々は「お六さん」と言うようになった。

ミナトの光景から、街中の占領現実にレンズをむけ、「働く女性」
「危険な毒花」「チャブ屋のお六さん」と風俗、赤線シリーズは戦後
のハマの風景であり、占領化された日本であった。

彼女も私もハマッ子であるためスムーズにお付合いと進展し
た。その後、私はコマーシャル関連の仕事について、フィールドの違
いはあったが長いお付合いだった。電話があるといつも長電話で、
内容はいつも技術的なこと。写真クラブでのレクチャー依頼でライ
ティングや大型カメラの使い方などを何度となくサポートした。

長い時が去って行き、昭和の美女とお別れすることは、残念な事
だ。

2019 年 12月 24日、誤嚥性肺炎のため逝去。89歳。
昭和 34年 (1959 年 ) 入会、在籍 59年。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
常盤さんは、1956 年に銀座の小西六ギャラリーで写真展を開催、横浜の赤線地帯で働く女性
たちを撮った作品を発表された。この写真展の作品は当時の社会に大きな衝撃を与えた。占領
下の横浜で「働く女性」に焦点を当てた写真群は、時代を象徴する作品として評価され、横浜文
化賞や文化庁長官賞などの栄誉に輝いた。こうした功績を讃え名誉会員に推挙された。

常盤 とよ子　名誉会員
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2019 年６月 29日、呼吸不全
のため逝去。88歳。
謹んでご冥福をお祈り申し
上げます。（昭和 53年入会）

2019 年９月 30日、悪性リン
パ腫のため逝去。60歳。
謹んでご冥福をお祈り申し
上げます。（平成３年入会）

2019 年９月９日、ガンの
ため逝去。64歳。
謹んでご冥福をお祈り申し
上げます。（平成 24年入会）

私の勤めていた会社は経営的には大変難しい戦後の時代をすごしていた。なにしろ７年
たらずの間に３回も社名が変わったのである。寺崎瑞穂君は第２期目というか、サン写真通
信社の時代に就職された。ニュース写真部門の仕事をしていた。アメリカの UPI 通信社か
ら送られてくる写真を日本の新聞社に配信する仕事で、寺崎君の考えていたようなドキュ
メントの写真を撮る仕事は行っていなかった。寺崎君は生来真面目な性格だったので、愚
痴も言わず会社の仕事を黙々とこなしていた。自分の進むべき道と違うと感じたのか、２年
程してサン写真通信社を辞してソニーの前身である東京通信工業に就職した。この間寺崎
君とは音信不通であったが、その後独立しダイヤモンドプロを設立し、教育用スライドの仕
事を始めた。その頃になると、ちょこちょこ、私のいたサンテレフォト（サンニュースフォト
スの名前を変更した３番目の会社）に顔を出すようになり、私の先輩三堀家義氏と毎日新聞
写真部員（後にカメラ毎日の編集長になる）の佐伯啓三郎氏の推薦で JPS に入会した。私は
世界を飛び廻っていたのでいつも会社にいる三堀氏に推薦してもらったのだと思う。教育
スライドの仕事は順調に進んでいたようにお聞きしていたが、ある日会社に来て、会社を大
阪に移すと話された。大阪に移されてからはほとんど会う機会がなく、私が協会の仕事で
JPS 展関西展のオープニングに出席した時に会うくらいになってしまった。

今回奥様のお話で関西に移ってから難病を患われていたことをお聞きし、お見舞いにも
行かず申し訳なく思う次第です。生来戦後を生きぬいてきた芯の強い人なので愚痴は言わ
なかったのでしょう。入会の推薦をした三堀家義氏も佐伯啓三郎氏もすでに彼岸の彼方に
おられるので、久しぶりに再会してつもる写真談義を交わしていることと思います。ご冥福
をお祈りします。 

寺崎 瑞穂　正会員

鴨志田 孝一　正会員

田村 仁志　正会員

「さよなら瑞穂君」� 田沼　武能
1955 年、京都府生まれ。1985 年関西学院大学大学院修士課程修了。
1995 年フリーランスとなり、「フォト・アート・オフィス」を設立する。そ

の後 1997 年「田村仁志写真事務所」に改名。
1996 年、京都写真家協会会員となる。
2008 年４月から、佛教大学四条センターの写真講座講師となり、一眼レ

フ・デジタル写真講座を担当。
2015 年 12 月、「琳派 400 年記念特別展・意匠のごとく」写真展開催（佛

教大学四条センター）。
入会７年目の 2019 年９月９日ガンにてお亡くなりになりました。
ご冥福をお祈りいたします。

（田村さんと交流のあった会員の方がおられましたら事務局にご連絡くだ
さい）

田村仁志さんを偲ぶ� 総務委員会

鴨志田君と知り合ったのは 1980 年代の後半だった、と記憶する。彼は 20 代の後半で、英
国と米国を回ってきてから、まだそう歳月は経っていなかった。いわゆる通常の留学では無
く、「何でも見てやろう」の旅行と語学の習得、と言ってよかろう。

彼が JPS の会員に入会したのは、1991 年である。年齢は 30 歳余で、僕が鴨志田君の 20 歳
代の足跡を正確に語る事は出来ない。「少年新聞」（壁新聞）の写真を撮っていると話してい
たのを記憶する。ところで外国滞在中に身につけた語学力（会話）が、彼の仕事を誘導したよ
うに思う。それに海外で知り合った写真通信社との関係で Getty Images（米国）の特派員と
いう身分で撮影に関わっていた。日本からの政治、経済、生活、スポーツ、芸能などのニュース
写真を海外に配信する職務である。国内誌では、『女性自身』や『Flash』、『畜産日報』に寄稿し
ていた。撮影業務は多忙であったが、彼が 30 歳代までの写真家としてのオリジナルな足跡

（写真作品）には、特筆すべき作品は乏しかったと僕は彼に指摘した事がある。しかし、40 歳
代以降に足跡を残している。それは『KOIZUMI』（小泉純一郎写真集）である。発売は 2001 年
であるが、撮影開始は 1991 年から 2001 年までの 10 年の歳月を費やしている。この 1991 年
は、小泉純一郎氏が自民党の副総裁に就任した時で、鴨志田君が海
外への配信で新副総裁を撮影したのが最初と考えられる。小泉氏と
の友好が深まり、2001 年に小泉政権が樹立したところまでを編集し
ている。この度、新環境相に就任した子息の進次郎氏が少年期（中学
生の頃か）、父とキャッチボールをしている情景もある。この記録は
彼が後世に残した貴重な記録と言えよう。満 60 歳で眠りについた
鴨志田孝一君に哀悼の意を表したい。安らかにお休み下さい。

悼、鴨志田孝一	 � 桑原　史成

2019 年 11月 17日、咽頭ガン
のため逝去。60歳。
謹んでご冥福をお祈り申し
上げます。（平成 17年入会）

和田 靖夫　正会員

和田さんと初めて言葉を交わしたのは、JPS 著作権委員会の会議の席上だと記
憶しています。私の印象では、彼は「調べ魔」でした。一つの議題に対して、時間のあ
る限り調べてくる異能な人でした。暫くして私が委員長になったとき、直ぐに副委員
長に指名しました。この才能は法律を扱う委員会の特殊性と相性が良く、運営に貢
献したと思います。当時の委員会では二つの課題がありました。一つは「卓上の議論
ばかりしても意味がない、外に出よう」です。一期二年の委員会の間に東京地裁から
ストックフォト、音楽出版社、写真専門学校、公正取引委員会と所嫌わず 10 名の委
員がゾロゾロと行きました。下調べは全て「調べ魔」の和田さんです。印象に残って
いるのは、和田さんの母校東京綜合写真専門学校への出張著作権法講座です。事
前に、何回も学校へ行き、取材してどんな内容の授業が良いか、学生が何を知りた
がっているのかまで調べ、講師は誰が適任か、あらゆる情報を集め、とうとう校長自
らが学生を集めて、臨んだ授業でした。その時の満足そうな顔は忘れられません。

二つ目はユニ知的所有権ブックスシリーズ『写真著作権』（太田出版）の「RAW デ
ータ」の記述を第２版で改める問題です。「RAW データ」は著作物か否かに始まり、
執筆者の北村行夫顧問弁護士にどう説明するか、加筆で済むのか等、半年近く揉め
に揉めました。その時も沢山の資料が提出され、一人一人自説を述べる形式で進行
しました。しかし、この方法は提案者の和田さんと喧嘩状態になり、苦い経験となり
ました。結果は「RAW」に関する著作権委員会の見解として JPS 会報に掲載し、改
訂版は新たに書き直す結果となりました。

和田さん、結果は文章として残ってますよ。喋りまくる貴方が懐かしい。

和田靖夫さんと私� 堀切　保郎
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編集後記
◎今年 JPS は創立 70 周年を迎えた。初期に入会した会員の
訃報が多くなっており、今回は白旗、奈良原，常盤の名誉会員
３氏が亡くなった。今号の特集は保存センタ―が行っている
収蔵フィルム作品のアーカイブを国の分野横断統合ポータル

「ジャパンサーチ」との連携による取組を紹介した。JPS 保存
センターの収蔵写真原板の内容を広域に知らせ、利用される
ようにしたいと願っている。「著作権研究」は写真著作権協会
の「教育目的や新アーカイブ」について、チャレンジの頁では

「日本製鉄音楽賞　特別賞」を受賞した舞台写真家の林喜代
種氏にご登場いただいた。（田沼）

◎ 2020 年の幕が開き、今年は東京オリンピックだけでなく、
JPS にとっても記念すべき年で、1950 年 5 月 12 日の創立総
会から 70 周年を迎えます。今号から JPS 会報の表紙に

「JPS70」のロゴを表記しました。70 の文字は文化勲章受章者 
田沼武能さんに毛筆で書いていただきました。（小池）

◎会報の編集では、長年「名取洋之助写真賞」の受賞作品
のレイアウトを担当してきたが、今回初めて受賞写真展の
会場で受賞者にインタビューの機会を得た。３０枚の受賞
作品を背にインタビューに答える姿に、自分の道を突っ走
る若いエネルギーを感じた。自分にも同じような情熱の時
代があったはずだが・・・。「オレの情熱の時代よ、カムバ
ック！」（飯塚）

◎例年、箱根駅伝を登山鉄道の踏切脇で見ています。あれは
電車を運行する側も、電車を停めるか先に行かせるか、現場
で中継を見ながら難しい判断をしています。今年は水害で電
車が運休。来年は是非踏切での見学を復活させたいもの。次
の駅伝まで、え～っと、あと何日だ？（池口）

◎会報誌 173 号が届く頃には CP+ が行われている時期であ
る。年に数度の写真界の大きな展示会、今年は新型コロナウ
ィルス問題もあり中止となった。この後はオリンピックもあ
り、早く終息してほしい。ここ最近は、時間が経つのが早く感
じても仕事の進みが早く感じられない、トホホな歳になって
きた。（川上）

◎日本建築写真家協会「銀座ジャック 再び！」の写真展が 5
月に開催されます。昨年出版の写真集を展示するものです。
銀座通り 1 ～ 8 丁目の昼景・夕景パノラマ写真と銀座スナッ
プ写真がちりばめられます。2018 年の撮影から 2 年越しで、
ようやく協会 20 周年の行事が完結します。（小野）

◎仕事相手が全員自分よりも 1 世代以上年下という環境で
仕事をすることが当たり前になると、コミュニケーションの
手段も SNS やメッセ等が中心となり、電話はもちろんですが
E メールですらレガシィな手段になりつつあり、スマホの未
読表示が気にならなくなりました。（小城）

◎イギリスの EU 脱退、オーストラリアの大規模火災、フィリ
ピンのタール火山の噴火、そして武漢肺炎の蔓延と年頭から
世界を揺るがすニュースばかり。CP＋も中止になった。モノと
人の動きが制約され、近いと思った世界がまた遠くなった。さ
て、5 月に開催予定のフォトキナはどうなるのだろう。（柴田）

◎日本写真協会（PSJ）の理事・大平さんが昨年末に亡くなら
れた。突然の知らせに、本当に驚いた。PSJ 事務局は JPS の上
の階にあり親しい関係だ。大平さんは、お酒が好きで、オープ
ニングパーティー後の２次会も何回もご一緒した。アジアの
写真家の面倒も見られていて、偲ぶ会には日本以外の写真家
の参加も多かった。大平さん天国から我々の活動を見守って
ください。合掌（伏見）

◎ついに来た。2000 年生まれと話していたら、フィルムを知ら
ず、ネガフィルムの画像をググって見せても、見たことがない
という。中古車のカセットデッキにスマホを差し込んだり、き
っぷを買えないひとが増えているとも聞く。この調子だと現
金知らない若者もでてくるな、きっと。（桃井）

◎写真家による YouTube チャンネル（動画投稿サイト）が流
行っています。内容は機材、撮影テクニック、写真論、写真集紹
介から人生論までさまざま。写真家の語り口に引き込まれて
ついつい見入ってしまいます。そして「あなたがスマホを見て
いる時間は、先週より◯◯ % 増えました」と警告が。（山縣）
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経過報告（2019年６月～2019年12月）
◎ 6月 19 日～ 23 日　第 44 回 2019JPS展（名古屋）
愛知県美術館 ギャラリー E･F 室　入場者 1,022 名
○6月22日　イベント「ポートフォリオレビュー」、入賞入選者の講評会、
講演会「アザラシの赤ちゃんからシマエナガちゃん」
◎ 7月 6日	 2019年度第1回高校写真部顧問を対象とした「デジタル写真講座」
AM9:30 ～ 17:00　岩手県・岩手県立盛岡農業高等学校　教師参加者 19 名
◎ 7月 11 日～ 17 日　2019 年新入会員展（東京）
アイデムフォトギャラリー｢シリウス」　出品者 42 名、作品数 84 点、入場
者数 638 名　○「私の仕事」
◎ 7月 13 日	 2019年度第2回高校写真部顧問を対象とした「デジタル写真講座」
AM9:30 ～ 17:00　福岡県・福岡大学附属若葉高等学校　教師参加者 11 名
◎ 7月 30 日～ 8月 4日　第 44 回 2019JPS展（関西）
京都市美術館別館 1F･2F　入場者 1,338 名
○ 8 月 3 日作品講評会､ 講演会「入賞作品と審査の現場から見た『写真の
力』」、8 月 4 日イベント「ZOO っとエンジョイ！オリジナル動物園写真
集を作ろう！」
◎ 8月 2日　JPSビアパーティー
PM6:00 ～ 8:00　霞が関コモンゲート「銀座ライオン」　参加者 71 名
◎ 8月 23 日～ 29 日　2019 年新入会員展（大阪）
富士フイルムフォトサロン大阪　出品者 42 名、作品数 84 点、入場者数
3,389 名　○「私の仕事」
◎ 8月 26 日　2019 年第 15 回名取洋之助写真賞作品選考会
PM1:30 ～ 4:20　JCII 会議室　15 名　
○選考・飯沢耕太郎、清水哲朗、野町和嘉、応募者・33 名 35 点、名取洋之
助写真賞・和田拓海「SHIPYARD ～翼の折れた天使たち」、奨励賞・藤
本いきる「おじりなりてぃ」
◎ 9月 2日　賛助会員との懇談会
PM5:30 ～ 7:30　JCII 会議室　賛助会員 25 社 35 名、JPS28 名
◎ 9月 25 日　日本写真保存センター 2019 年度第 2回諮問委員会議
PM1:30 ～ 3:00　日本写真保存センター御徒町作業分室　13 名
◎ 9月 25 日　日本写真保存センター第 2回支援組織会議
PM3:30 ～ 4:30　日本写真保存センター御徒町作業分室　支援組織会員
7 社 10 名、JPS8 名

◎ 10 月 22 日　出版広報座談会
PM2:00 ～ 4:00　JCII 会議室　8 名
◎ 10 月 23 日　東京ビジュアルアーツ写真学科セミナー
PM1:00 ～ 4:00､ PM4:30 ～ 7:30　専門学校・学校法人東京ビジュアルア
ーツ　参加者 174 名　○著作権・肖像権セミナー
◎ 11 月 14 日　外部理事との懇談会
PM2:00 ～ 4:00　グランドアーク半蔵門　参加者 12 名
◎ 11 月 17 日　第 13 回 JPSフォトフォーラム
AM10:40 ～ 16:00　有楽町朝日ホール　参加者 429 名
○「撮るべき、時代。」　講演者・野町和嘉、パネリスト・大西みつぐ、
HARUKI、熊切大輔
◎ 11 月 21 日　第 1回著作権研究会
PM2:00 ～ 4:30　JCII 会議室　参加者 57 名　
○写真著作権基礎講座「もっと知ろう写真著作権」
◎ 12 月 6 日　第 1回国際交流セミナー
PM6:30 ～ 8:00　東京ウィメンズプラザ 1 Ｆ視聴覚室　参加者 30 名
○「ポートフォリオレビューへの道」海外での売り込みにチャレンジ！
◎ 12 月 11 日　第 45 回日本写真家協会賞贈呈式
PM4:30 ～ 4:45　アルカディア市ヶ谷
○受賞者・一般社団法人日本写真文化協会 ポートレートギャラリー
◎ 12 月 11 日　第 15 回名取洋之助写真賞授賞式
PM4:45 ～ 5:05　アルカディア市ヶ谷　○受賞者・和田拓海、藤本いきる

（奨励賞）
◎ 12 月 11 日　第 3回笹本恒子写真賞授賞式
PM5:05 ～ 5:30　アルカディア市ヶ谷　○受賞者・吉永友愛
◎ 12 月 11 日　2019 年度会員相互祝賀会
PM6:00 ～ 7:30　アルカディア市ヶ谷　参加者 356 名
◎ 12 月 19 日～ 25 日　第 3回「笹本恒子写真賞」受賞記念展
アイデムフォトギャラリー「シリウス」　入場者数 846 名
○吉永友愛写真展「キリシタンの里 - 祈りの外海」
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